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保健衛生学科の教育理念 

本学科は豊かな教養と高い倫理観に裏付けられた医療人としての感性を有し，自ら学

び研究し，創意工夫することができる人間の形成を目指す。その視点に立ち看護学，検

査技術学の２つの領域において，それぞれの専門的領域の知識，技術を教授することに

とどまらず，学際的視野に立ち自ら問題を提起し，これを解決する能力を備えた医療人

を養成する。 

 

 

看護学専攻の教育目的 

人々の健康状態を生活や環境との関係で的確に判断し，人々の主体性や価値観を尊重

する質の高い看護実務者を養成する。併せて将来の研究者，教育者および指導者につな

がる知識・技術・態度を養う。 

 

 

看護学専攻の教育目標 

１  人々の健康・生活・環境を相互に関連づけて，人々の主体性・価値観を尊重し，

全人的な生活者として理解し，健康に関わる生活援助の知識と技術を修得する。 

２  看護の対象となる個人および集団の健康段階に応じた看護上の問題を発見し，

解決するための問題解決思考能力を修得する。 

３  保健・医療・福祉に関連する他の職種とチームを組み，看護職の専門的役割を

有効に発揮できる基礎的能力を修得する。 

４  自己の知識や技術の向上を目指す研究的姿勢および倫理観に基づく行動を身に

つけ，看護実践に諸科学の知識と技術を応用できる能力を修得する。 



看護学専攻のカリキュラムの特色 

 

保健衛生学科看護学専攻のカリキュラムは、保健衛生学科の教育理念、看護学専攻の教育目的、

教育目標に沿って編成されており、以下の点を特色としている。 

1)第1学年では、豊かな教養と学際的な視野に立ち、自らの関心に沿って自己学習できる能力を

身に付けるための基盤づくりに重点を置いている。したがって、教養部の教養科目と並行して、

専門基礎分野の解剖学、看護学専門科目の基礎看護学Ⅰ、基礎看護学実習Ⅰ、看護心理学、看護

の統合と実践Ⅰを開講し、看護学を学ぶ基盤づくりを行う。  

2)第2学年では、看護学の学習に関連の深い専門基礎科目として、人の形態･構造や機能を理解

するとともに、看護の科学的根拠となる学際的な知識を学ぶ。専門基礎科目は、専門基礎分野と

専門共通分野の科目によって構成する。専門基礎分野では、解剖学、生理学、生化学、薬理学Ⅰ・

Ⅱ、病理学、微生物学、栄養学、病態学を開講する。また、専門基礎合同演習は、これらの科目

について学ぶ上で基礎となる幅広い知識や技術の習得を目的とする科目であり、本学科の特徴を

生かした実技中心の体験学習科目である。この他に、専門基礎分野では、第3学年に開講する必修

科目の疫学と、第2、3学年必修、第4学年選択の英文購読Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、ならびに専門共通分野に第4

学年必須科目の国際保健看護学を置くことで、語学力の向上のみならず広い視野から国際的に活

躍できる人材の育成に力を注いでいる。また、専門共通分野では第2学年で必須科目の医療情報学､

第2、3、4学年で保健福祉に関連する科目を開講する。 

3)看護学の専門科目は、すべて専門分野ごとに開講する。基礎看護学分野は第1学年から第2学

年に基礎看護学科目を開講し、看護学に共通する基盤づくりを行う。第2学年から第3学年にかけ

ては、成人看護学分野、精神看護学分野、小児看護学分野、在宅看護学分野で、より専門性の高

い講義、演習を行う。そして、母性看護学分野、および老年看護学分野の講義･演習は第3学年に

集中的に開講する。それぞれの科目では、看護に必要な知識、技術、態度を涵養するとともに、

自ら問題を提起し，解決する能力を備えた医療人養成を目指し、DVD等の視聴覚教材、グループワ

ーク、討論、演習、e-learning等を効果的に活用する。また、看護を取り巻く社会システムを含

め、統合的な視点から看護を捉えられるよう、地域看護学を第3学年から、看護の統合と実践Ⅱを

第4学年で開講している。 

4)保健師資格取得に必要な単位は、主に第3学年から第4学年に開講する。地域看護学分野によ

る地域保健看護学の講義･演習と、専門共通分野の保健統計学、産業保健学、保健医療福祉制度論、

健康教育学演習を開講する。また、第4学年では国際保健看護学の講義を行い、グローバルな視点

を養う。 

5)臨地実習は学習の段階に応じて、すべての学年で行う。第1学年は体験型実習の基礎看護学実

習Ⅰ、第2学年は基礎看護学実習Ⅱを行う。また、第3学年では、成人看護学実習Ⅰ、精神看護学

実習、小児看護学実習、母性看護学実習、老年看護学実習、在宅看護学実習を行ない、分野別の

より専門性の高い実践能力を養う。臨地実習では、看護職に求められる看護実践能力の習得にと

って欠かせない看護技術項目についてのチェックリストを活用し学生自ら学習機会を創り、実践

能力の向上に向けて努力する積極性が求められる。さらに、第4学年では、地域保健看護学実習と

実践に即した看護の統合と実践実習を行なう。多職種との協働を図りつつ看護の専門性を発揮で

きる能力の習得を目指して、専門領域を越えた合同演習等を取り入れている。 
6)第3学年に開講する卒業論文Ⅰでは、具体的な研究方法論について学ぶ。続く第4学年の卒業

論文Ⅱでは、看護学の学習を通して関心をもった領域やテーマについて、専門分野の教員から少

人数制による指導を受けながら、卒業論文を作成し、発表する。この科目では、自己の知識や技

術の向上を目指す研究的姿勢を身につけ、論理的思考とリテラシーの能力ならびに、それを表現

する能力を自得することを目指している。 
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年
　
１
月
２
１
日
（
月
）
～
 
 
１
月
２
５
日
（
金
）

補
講
・
再
試

期
間

２
週

平
成
２
５
年
　
２
月
　
７
日
（
木
）
～
２
月
１
５
日
（
金
）

補
講
・
再
試

期
間

１
週

平
成
２
５
年
　
２
月
１
２
日
（
火
）
～
 
 
２
月
１
５
日
（
金
）

補
講
・
再
試

期
間

１
週

平
成
２
５
年
　
１
月
２
８
日
（
月
）
～
 
 
２
月
 
 
１
日
（
金
）

～
）

月
（

日
４
 
 

月
２

　
年

５
２

成
平

業
休

季
春

～
）

月
（

日
８

１
月

２
　

年
５

２
成

平
業

休
季

春
～

）
月

（
日

８
１

月
２

　
年

５
２

成
平

業
休

季
春 【
行

事
】

平
成
２
４
年
１
０
月
１
２
日
(
金
)
創
立
記
念
日
（
休
業
）

平
成
２
４
年
１
０
月
１
３
日
（
土
）
・
１
４
日
（
日
　
お
茶
の
水
祭

平
成
２
４
年
１
０
月
１
８
日
（
木
）
解
剖
体
追
悼
式
 
Ｎ
２
，
Ｍ
Ｔ
２
（
築
地
本
願
寺
）

平
成
２
４
年
　
４
月
　
６
日
(
金
)
新
入
学
生
健
康
診
断

平
成
２
４
年
　
４
月
　
４
日
(
水
)
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
２
学
年
）
　

平
成
２
４
年
　
５
月
 
 
１
２
日
（
土
）
体
育
祭

式
業

卒
)

月
(

日
５

２
月

３
　

年
５

２
成

平
ﾝ
ｮ

ｼ
ｰ
ﾃ

ﾝ
ｴ

ﾘ
ｵ

外
校

)
金
(

日
３

１
～

）
木

（
日

２
１

 
月

４
　

年
４

２
成

平平
成
２
４
年
　
４
月
１
０
日
(
火
)
入
学
式
（
大
学
院
）

平
成
２
４
年
　
４
月
　
９
日
(
月
)
入
学
式
（
学
部
）
　



─ 3 ─

時
限

Ｎ
　

２
講

義
室

Ｎ
　

３
講

義
室

Ｎ
　

４
講

義
室

1
（

合
）
生

化
学

【
赤

澤
】

1
回

（
4
/
1
6
）

（
合

）
生

理
学

【
星

】
2
回

（
5
/
2
1
,
2
8
）

臨
床

講
堂

(
病

棟
Ｂ

１
)

老
年

看
護

学
【

山
本

】
1
2
回

（
4
/
9
,
1
6
,
2
3
,
5
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
6
/
4
,
1
1
,
1
8
,
2
5
,
7
/
2
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

保
健

医
療

福
祉

制
度

論
【

森
田

】
3
回

(
6
/
1
1
,
1
8
,
2
5
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
2
3
,
3
0
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

2

（
合

）
解

剖
学

Ⅱ
【

星
】

1
回

（
4
/
1
6
）

（
合

）
生

化
学

【
赤

澤
】

2
回

（
4
/
2
3
,
5
/
7
）

（
合

）
生

理
学

【
星

】
3
回

（
5
/
1
4
,
2
1
,
2
8
）

専
門

基
礎

合
同

演
習

1
回

（
6
/
1
1
）

臨
床

講
堂

(
病

棟
Ｂ

１
)

保
健

衛
生

学
実

習
室

(
７

F
)

老
年

看
護

学
【

山
本

】
1
2
回

（
4
/
9
,
1
6
,
2
3
,
5
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
6
/
4
,
1
1
,
1
8
,
2
5
,
7
/
2
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

産
業

保
健

学
【

森
田

】
8
回

（
4
/
9
,
1
6
,
2
3
,
5
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
6
/
4
）

保
健

医
療

福
祉

制
度

論
【

森
田

】
3
回

(
6
/
1
1
,
1
8
,
2
5
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
2
3
,
3
0
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

3
（

合
）
生

化
学

【
赤

澤
】

7
回

（
4
/
9
,
1
6
,
2
3
,
5
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
）

病
態

学
【

佐
藤

（
千

）
】

5
回

(
6
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
7
/
2
,
9
）

臨
床

講
堂

(
病

棟
Ｂ

１
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

精
神

看
護

学
演

習
【

宮
本

】
1
2
回

（
4
/
9
,
1
6
,
2
3
,
5
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
6
/
4
,
1
1
,
1
8
,
2
5
,
7
/
2
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

地
域

看
護

学
Ⅲ

【
佐

々
木

】
8
回

(
4
/
9
,
1
6
,
2
3
,
5
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
6
/
4
)

国
際

保
健

看
護

学
【

丸
】

1
回

(
6
/
1
1
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
2
3
,
3
0
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
1
8
F
)

4
（

合
）
微

生
物

学
【

未
定

】
8
回

（
4
/
9
,
1
6
,
2
3
,
5
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
6
/
4
）

病
態

学
【

佐
藤

(
千

)
】

5
回

（
6
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
7
/
2
,
9
）

臨
床

講
堂

(
病

棟
Ｂ

１
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

精
神

看
護

学
演

習
【

宮
本

】
4
回

（
4
/
9
,
1
6
,
2
3
,
5
/
7
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
学

【
山

本
】

8
回

（
5
/
1
4
,
2
1
,
2
8
,
6
/
4
,
1
1
,
1
8
,
2
5
,
7
/
2
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

地
域

看
護

学
Ⅲ

【
佐

々
木

】
8
回

(
4
/
9
,
1
6
,
2
3
,
5
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
6
/
4
)

国
際

保
健

看
護

学
【

丸
】

1
回

(
6
/
1
1
)

看
護

の
統

合
と

実
践

Ⅱ
【

深
堀

】
3
回

(
6
/
1
8
,
2
5
,
7
/
2
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
2
3
,
3
0
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
1
8
F
)

5
病

態
学

【
佐

藤
(
千

)
】

1
2
回

（
4
/
9
,
1
6
,
2
3
,
5
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
6
/
4
,
1
1
,
1
8
,
2
5
,
7
/
2
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
1
8
Ｆ

)
保

健
衛

生
学

講
義

室
４

(
７

F
)

看
護

の
統

合
と

実
践

Ⅱ
【

深
堀

】
1
2
回

(
4
/
9
,
1
6
,
2
3
,
5
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
6
/
4
,
1
1
,
1
8
,
2
5
,
7
/
2
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
2
3
,
3
0
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
1
8
F
)

1
（

合
）
生

理
学

【
星

】
4
回

（
5
/
1
,
2
2
,
2
9
,
6
/
5
）

臨
床

講
堂

(
病

棟
Ｂ

１
)

母
性

看
護

学
Ⅰ

【
大

久
保

】
2
回

(
4
/
2
4
,
6
/
5
)

母
性

看
護

学
Ⅱ

【
大

久
保

】
4
回

(
4
/
1
0
,
5
/
8
,
1
5
,
2
2
)

母
性

看
護

学
Ⅲ

【
大

久
保

】
2
回

(
4
/
1
7
,
5
/
2
9
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

（
7
/
1
7
,
2
4
）

2
（

合
）
解

剖
学

Ⅱ
【

星
】

2
回

（
4
/
1
7
,
2
4
）

（
合

）
生

理
学

【
星

】
6
回

（
5
/
1
,
8
,
1
5
,
2
2
,
2
9
,
6
/
5
）

臨
床

講
堂

(
病

棟
Ｂ

１
)

母
性

看
護

学
Ⅰ

【
大

久
保

】
2
回

(
4
/
1
0
,
2
4
)

母
性

看
護

学
Ⅱ

【
大

久
保

】
2
回

(
4
/
1
7
,
5
/
8
)

母
性

看
護

学
Ⅲ

【
大

久
保

】
1
回

(
5
/
2
2
)

母
性

看
護

学
演

習
【

大
久

保
】

4
回

(
5
/
1
5
,
2
9
,
6
/
5
,
7
/
3
)

成
人

看
護

学
Ⅲ

【
井

上
】

1
回

（
6
/
2
6
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

国
際

保
健

看
護

学
【

丸
】

7
回

(
5
/
8
,
1
5
,
2
2
,
6
/
5
,
1
2
,
1
9
,
2
6
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
1
7
,
2
4
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
1
8
F
)

3
専

門
基

礎
合

同
演

習
8
回

（
5
/
8
,
1
5
,
2
2
,
2
9
,
6
/
5
,
1
2
,
1
9
,
2
6
）

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅰ

【
齋

藤
】

1
回

(
7
/
1
0
)

保
健

衛
生

実
習

室
(
７

F
)

成
人

看
護

学
演

習
【

井
上

】
6
回

（
4
/
1
7
,
5
/
8
,
2
2
,
6
/
5
,
1
9
,
7
/
3
）

老
年

看
護

学
演

習
【

山
本

】
5
回

（
4
/
1
0
,
2
4
,
5
/
1
5
,
2
9
,
6
/
1
2
）

母
性

看
護

学
演

習
【

大
久

保
】

1
回

（
6
/
2
6
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)
他

保
健

医
療

福
祉

制
度

論
演

習
【

森
田

】
7
回

（
4
/
1
0
,
1
7
,
2
4
,
5
/
8
,
1
5
,
6
/
1
9
,
2
6
）

保
健

医
療

福
祉

制
度

論
【

森
田

】
5
回

（
5
/
2
2
,
2
9
,
6
/
5
,
1
2
,
7
/
3
）

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
1
7
,
2
4
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
1
8
F
)

4
専

門
基

礎
合

同
演

習
8
回

（
5
/
8
,
1
5
,
2
2
,
2
9
,
6
/
5
,
1
2
,
1
9
,
2
6
）

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅰ

【
齋

藤
】

1
回

(
7
/
1
0
)

保
健

衛
生

実
習

室
(
７

F
)

成
人

看
護

学
演

習
【

井
上

】
6
回

（
4
/
1
7
,
5
/
8
,
2
2
,
6
/
5
,
1
9
,
7
/
3
）

老
年

看
護

学
演

習
【

山
本

】
5
回

（
4
/
1
0
,
2
4
,
5
/
1
5
,
2
9
,
6
/
1
2
）

母
性

看
護

学
演

習
【

大
久

保
】

1
回

（
6
/
2
6
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)
他

保
健

医
療

福
祉

制
度

論
演

習
【

森
田

】
9
回

（
4
/
1
0
,
1
7
,
2
4
,
5
/
8
,
1
5
,
6
/
5
,
1
9
,
2
6
,
7
/
3
）

保
健

医
療

福
祉

制
度

論
【

森
田

】
4
回

（
5
/
2
2
,
2
9
,
6
/
5
,
1
2
）

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
1
7
,
2
4
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
1
8
F
)

5
専

門
基

礎
合

同
演

習
8
回

（
5
/
8
,
1
5
,
2
2
,
2
9
,
6
/
5
,
1
2
,
1
9
,
2
6
）

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅰ

【
齋

藤
】

1
回

(
7
/
1
0
)

保
健

衛
生

実
習

室
(
７

F
)

成
人

看
護

学
演

習
【

井
上

】
4
回

(
5
/
8
,
5
/
2
2
,
6
/
1
9
,
7
/
3
)

老
年

看
護

学
演

習
【

山
本

】
5
回

(
4
/
1
0
,
2
4
,
5
/
1
5
,
5
/
2
9
,
6
/
1
2
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)
他

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
1
7
,
2
4
)

1
（

合
）
生

理
学

【
星

】
2
回

（
5
/
2
,
1
6
)

臨
床

講
堂

(
病

棟
Ｂ

１
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
1
8
,
2
5
)

 
(
包

括
医

療
統

合
教

育
5
/
2
)

2
（

合
）
病

理
学

【
沢

辺
】

8
回

（
4
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
5
/
2
,
9
,
1
6
,
2
3
,
3
0
)

英
文

講
読

Ⅰ
【

侘
美

】
1
回

（
6
/
2
0
,
2
7
）

臨
床

講
堂

(
病

棟
Ｂ

１
)

保
健

衛
生

講
義

室
4

(
7
F
)

英
文

講
読

Ⅱ
【

木
下

】
1
4
回

（
4
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
5
/
2
,
9
,
1
6
,
2
3
,
3
0
,
6
/
6
,
1
3
,
2
0
,
2
7
,
7
/
4
,
1
1
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

卒
業

論
文

Ⅱ
1
1
回

(
4
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
5
/
9
,
1
6
,
2
3
,
3
0
,
6
/
6
,
1
3
.
2
0
,
2
7
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
1
8
,
2
5
)

 
(
包

括
医

療
統

合
教

育
5
/
2
)

各
研

究
室

3
英

文
講

読
Ⅰ

【
侘

美
】

1
4
回

(
4
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
5
/
2
,
9
,
1
6
,
2
3
,
3
0
,
6
/
6
,
1
3
,
2
0
,
2
7
,
7
/
4
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

疫
学

【
横

山
】

4
回

(
5
/
2
3
,
3
0
,
6
/
1
3
,
2
0
)

英
文

講
読

Ⅱ
【

木
下

】
1
回

(
5
/
2
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

英
文

講
読

Ⅲ
【

木
下

】
1
2
回

(
4
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
5
/
9
,
1
6
,
2
3
,
3
0
,
6
/
6
,
1
3
,
2
0
,
2
7
,
7
/
4
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
1
8
,
2
5
)

 
(
包

括
医

療
統

合
教

育
5
/
2
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

Ｆ
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
１

８
F
)
他

4
病

態
学

【
佐

藤
(
千

)
】

5
回

(
4
/
1
1
,
2
5
,
5
/
3
0
,
6
/
6
,
1
3
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

疫
学

【
横

山
】

4
回

(
5
/
2
3
,
3
0
.
6
/
1
3
,
2
0
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

国
際

保
健

看
護

学
【

丸
】

1
回

(
5
/
3
0
)

英
文

講
読

Ⅲ
【

木
下

】
3
回

(
6
/
2
0
,
2
7
,
7
/
4
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
1
8
,
2
5
)

 
(
包

括
医

療
統

合
教

育
5
/
2
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
１

８
F
)

5
病

態
学

【
佐

藤
(
千

)
】

3
回

(
4
/
1
1
,
2
5
,
5
/
3
0
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

2
回

(
7
/
1
8
,
2
5
)

 
(
包

括
医

療
統

合
教

育
5
/
2
)

1
（

合
）
解

剖
学

Ⅱ
【

星
】

1
回

（
4
/
5
）

（
合

）
生

理
学

【
星

】
3
回

（
5
/
1
7
,
2
4
,
3
1
）

臨
床

講
堂

(
病

棟
Ｂ

1
)

小
児

看
護

学
Ⅱ

【
廣

瀬
】

5
回

（
4
/
5
,
1
9
,
5
/
1
0
,
6
/
7
,
2
1
）

母
性

看
護

学
演

習
【

大
久

保
】

1
回

（
6
/
2
8
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)
他

地
域

看
護

学
実

習
Ⅰ

【
佐

々
木

】
4
回

(
5
/
2
4
,
3
1
,
6
/
7
,
1
4
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

3
回

(
7
/
1
2
,
1
9
,
2
6
)

2
（

合
）
解

剖
学

Ⅱ
【

星
】

4
回

（
4
/
5
,
1
2
,
1
9
,
2
6
）

（
合

）
生

理
学

【
星

】
4
回

（
5
/
1
0
,
1
7
,
2
4
,
3
1
）

臨
床

講
堂

(
病

棟
Ｂ

１
)

小
児

看
護

学
Ⅱ

【
廣

瀬
】

3
回

（
4
/
5
,
1
9
,
6
/
2
1
）

成
人

看
護

学
Ⅲ

【
井

上
】

7
回

（
4
/
2
6
,
5
/
1
0
,
1
7
,
2
4
,
3
1
,
6
/
7
,
7
/
5
）

母
性

看
護

学
演

習
【

大
久

保
】

1
回

（
6
/
2
8
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)
他

地
域

看
護

学
実

習
Ⅰ

【
佐

々
木

】
4
回

(
5
/
2
4
,
3
1
,
6
/
7
,
1
4
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

3
回

(
7
/
1
2
,
1
9
,
2
6
)

3
基

礎
看

護
学

Ⅱ
【

齋
藤

】
4
回

（
4
/
5
,
1
9
,
6
/
1
4
,
2
1
）

基
礎

看
護

学
Ⅲ

【
齋

藤
】

2
回

（
5
/
1
7
,
2
4
）

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅰ

【
齋

藤
】

6
回

（
4
/
1
2
,
2
6
,
5
/
1
0
,
3
1
,
6
/
7
,
2
8
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

Ｆ
)

母
性

看
護

学
Ⅰ

【
大

久
保

】
1
回

(
4
/
5
)

母
性

看
護

学
Ⅱ

【
大

久
保

】
2
回

(
5
/
2
4
,
6
/
7
)

母
性

看
護

学
Ⅲ

【
大

久
保

】
2
回

(
4
/
1
9
,
5
/
1
0
)

母
性

看
護

学
演

習
【

大
久

保
】

2
回

（
6
/
2
1
,
7
/
5
）

小
児

看
護

学
演

習
Ⅱ

【
廣

瀬
】

6
回

（
4
/
1
2
,
2
6
,
5
/
1
7
,
3
1
,
6
/
1
4
,
2
8
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)
他

地
域

看
護

学
演

習
【

佐
々

木
】

8
回

(
4
/
5
,
1
2
,
1
9
,
2
6
,
5
/
1
0
,
1
7
,
6
/
2
1
,
2
8
)

地
域

看
護

学
実

習
Ⅰ

【
佐

々
木

】
4
回

(
5
/
2
4
,
3
1
,
6
/
7
,
1
4
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

3
回

(
7
/
1
2
,
1
9
,
2
6
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
１

８
F
)

4
基

礎
看

護
学

Ⅱ
【

齋
藤

】
3
回

（
4
/
5
,
1
9
,
2
1
）

基
礎

看
護

学
Ⅲ

【
齋

藤
】

2
回

（
5
/
1
7
,
2
4
）

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅰ

【
齋

藤
】

7
回

（
4
/
1
2
,
2
6
,
5
/
1
0
,
3
1
,
6
/
7
,
1
4
,
2
8
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

Ｆ
)

母
性

看
護

学
Ⅰ

【
大

久
保

】
1
回

(
6
/
7
)

母
性

看
護

学
Ⅱ

【
大

久
保

】
1
回

(
5
/
1
0
)

母
性

看
護

学
Ⅲ

【
大

久
保

】
2
回

(
4
/
1
9
,
5
/
2
4
)

母
性

看
護

学
演

習
【

大
久

保
】

3
回

(
4
/
5
,
6
/
2
1
,
7
/
5
)

小
児

看
護

学
演

習
Ⅱ

【
廣

瀬
】

6
回

（
4
/
1
2
,
2
6
,
5
/
1
7
,
3
1
,
6
/
1
4
,
2
8
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)
他

地
域

看
護

学
演

習
【

佐
々

木
】

8
回

(
4
/
5
,
1
2
,
1
9
,
2
6
,
5
/
1
0
,
1
7
,
6
/
2
1
,
2
8
)

地
域

看
護

学
実

習
Ⅰ

【
佐

々
木

】
4
回

(
5
/
2
4
,
3
1
,
6
/
7
,
1
4
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

3
回

(
7
/
1
2
,
1
9
,
2
6
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
１

８
F
)

5
基

礎
看

護
学

Ⅲ
【

齋
藤

】
1
回

(
5
/
1
7
)

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅰ

【
齋

藤
】

8
回

（
4
/
1
2
,
5
/
1
0
,
2
4
,
3
1
,
6
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

Ｆ
)

母
性

看
護

学
Ⅱ

【
大

久
保

】
1
回

(
4
/
1
9
)

母
性

看
護

学
Ⅲ

【
大

久
保

】
1
回

(
5
/
2
4
)

母
性

看
護

学
演

習
【

大
久

保
】

3
回

(
4
/
5
,
5
/
1
0
,
6
/
7
,
2
1
)

小
児

看
護

学
Ⅱ

【
廣

瀬
】

2
回

(
5
/
3
1
,
6
/
1
4
)

小
児

看
護

学
演

習
Ⅱ

【
廣

瀬
】

3
回

（
4
/
1
2
,
5
/
1
7
,
6
/
2
8
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)
他

地
域

看
護

学
実

習
Ⅰ

【
佐

々
木

】
4
回

(
5
/
2
4
,
3
1
,
6
/
7
,
1
4
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

3
回

(
7
/
1
2
,
1
9
,
2
6
)

1
（

合
）
生

化
学

【
赤

澤
】

4
回

(
4
/
6
,
2
0
,
5
/
1
8
,
2
5
）

成
人

看
護

学
Ⅰ

【
井

上
】

3
回

（
6
/
1
,
8
,
2
2
）

臨
床

講
堂

(
病

棟
Ｂ

１
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

地
域

看
護

学
Ⅰ

【
佐

々
木

】
4
回

（
4
/
6
,
1
3
,
2
0
,
2
7
）

地
域

看
護

学
Ⅱ

【
佐

々
木

】
4
回

(
5
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
6
/
1
)

在
宅

看
護

学
Ⅱ

【
本

田
】

4
回

（
6
/
8
,
1
5
,
2
2
,
2
9
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

3
回

(
7
/
1
3
,
2
0
,
2
7
)

2
成

人
看

護
学

Ⅰ
【

井
上

】
1
2
回

（
4
/
6
,
1
3
,
2
0
,
2
7
,
5
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
6
/
1
,
8
,
1
5
,
2
2
,
2
9
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

地
域

看
護

学
Ⅰ

【
佐

々
木

】
4
回

（
4
/
6
,
1
3
,
2
0
,
2
7
）

地
域

看
護

学
Ⅱ

【
佐

々
木

】
4
回

(
5
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
6
/
1
)

在
宅

看
護

学
Ⅱ

【
本

田
】

4
回

（
6
/
8
,
1
5
,
2
2
,
2
9
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

保
健

統
計

学
【

田
中

(
博

)
】

7
回

（
4
/
6
,
1
3
,
2
0
,
2
7
,
5
/
1
1
,
1
8
,
6
/
1
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

3
回

(
7
/
1
3
,
2
0
,
2
7
)

情
報

検
索

室
(
M
＆

D
タ

ワ
ー

４
F
)

3
基

礎
看

護
学

Ⅱ
【

齋
藤

】
4
回

（
4
/
2
0
,
2
7
,
5
/
1
8
,
2
5
）

小
児

看
護

学
Ⅰ

【
廣

瀬
】

4
回

（
6
/
1
,
8
,
1
5
,
2
2
）

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅰ

【
齋

藤
】

4
回

（
4
/
6
,
1
3
,
5
/
1
1
,
7
/
6
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

Ｆ
)

保
健

衛
生

実
習

室
(
７

Ｆ
)

地
域

精
神

看
護

学
【

宮
本

】
8
回

（
4
/
6
,
1
3
,
2
0
,
2
7
,
5
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
6
/
1
）

在
宅

看
護

学
演

習
【

本
田

】
4
回

（
6
/
8
,
1
5
,
2
2
,
2
9
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

緩
和

ケ
ア

看
護

学
【

本
田

】
4
回

（
4
/
6
,
1
3
,
2
0
,
2
7
）

保
健

統
計

学
【

田
中

(
博

)
】

1
回

（
5
/
2
5
）

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

3
回

(
7
/
1
3
,
2
0
,
2
7
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
１

８
F
)

情
報

検
索

室
(
M
＆

D
タ

ワ
ー

４
F
)

4
小

児
看

護
学

Ⅰ
【

廣
瀬

】
4
回

（
6
/
1
,
8
,
1
5
,
2
2
）

基
礎

看
護

学
Ⅱ

【
齋

藤
】

2
回

(
4
/
2
7
,
5
/
2
5
)

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅰ

【
齋

藤
】

6
回

（
4
/
6
,
1
3
,
2
0
,
5
/
1
1
,
1
8
,
7
/
6
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

Ｆ
)

保
健

衛
生

実
習

室
(
７

Ｆ
)

在
宅

看
護

学
演

習
【

本
田

】
8
回

（
5
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
6
/
1
,
8
,
1
5
,
2
2
,
2
9
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

緩
和

ケ
ア

看
護

学
【

本
田

】
4
回

（
4
/
6
,
1
3
,
2
0
,
2
7
）

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

3
回

(
7
/
1
3
,
2
0
,
2
7
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
１

８
F
)

5
（

合
）
生

化
学

【
赤

澤
】

1
回

(
4
/
6
）

小
児

看
護

学
Ⅰ

【
廣

瀬
】

2
回

（
6
/
8
,
1
5
）

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅰ

【
齋

藤
】

3
回

(
4
/
2
0
,
2
7
,
7
/
6
)

臨
床

講
堂

(
病

棟
Ｂ

１
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

Ｆ
)

保
健

衛
生

実
習

室
(
７

Ｆ
)

在
宅

看
護

学
演

習
【

本
田

】
4
回

（
5
/
1
1
,
1
8
,
2
5
,
6
/
1
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

F
)

看
護

の
統

合
と

実
践

実
習

【
深

堀
】

3
回

(
7
/
1
3
,
2
0
,
2
7
)

・
（

合
）

は
，

検
査

技
術

学
専

攻
と

の
合

同
授

業
を

示
す

。
（

検
査

技
術

学
専

攻
と

授
業

科
目

名
が

一
部

異
な

る
。

）
・

臨
地

実
習

の
詳

細
に

つ
い

て
は

，
別

途
連

絡
す

る
。

月 火 金

平
成

２
４

年
度

授
業

時
間

割
（

看
護

学
専

攻
）

備
考

水(
前

期
)
　

　
１

時
限

 
8
:
5
0
～

1
0
:
2
0
　

２
時

限
1
0
:
3
0
～

1
2
:
0
0
　

３
時

限
1
3
:
0
0
～

1
4
:
3
0
　

４
時

限
1
4
:
4
0
～

1
6
:
1
0
　

５
時

限
1
6
:
2
0
～

1
7
:
5
0

木



─ 5 ─

平
成

２
４

年
度

授
業

時
間

割
（

看
護

学
専

攻
）

時
限

Ｎ
　

２
講

義
室

Ｎ
　

３
講

義
室

Ｎ
　

４
講

義
室

1
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
1
回

(
9
/
1
0
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

2
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
1
回

(
9
/
1
0
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
7
F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

3
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
1
回

(
9
/
1
0
)

病
態

学
【

佐
藤

(
千

)
】

9
回

（
1
0
/
1
,
1
5
,
2
2
,
2
9
,
1
1
/
5
,
1
2
,
1
9
,
2
6
,
1
2
/
3
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

4
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
1
回

(
9
/
1
0
)

病
態

学
【

佐
藤

(
千

)
】

9
回

（
1
0
/
1
,
1
5
,
2
2
,
2
9
,
1
1
/
5
,
1
2
,
1
9
,
2
6
,
1
2
/
3
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

5
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
1
回

(
9
/
1
0
)

病
態

学
【

佐
藤

(
千

)
】

4
回

（
1
0
/
1
,
1
5
,
1
1
/
2
6
,
1
2
/
3
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

1
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
1
回

【
齋

藤
】

1
回

(
9
/
1
1
)

栄
養

学
【

佐
藤

(
千

)
】

6
回

（
1
0
/
1
6
,
2
3
,
3
0
,
1
1
/
6
,
1
3
,
2
7
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

2
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
1
回

(
9
/
1
1
)

栄
養

学
【

佐
藤

(
千

)
】

2
回

（
1
0
/
2
,
1
1
/
1
3
）

成
人

看
護

学
Ⅱ

【
井

上
】

8
回

（
1
0
/
1
6
,
2
3
,
3
0
,
1
1
/
6
,
2
7
,
1
2
/
4
,
1
1
,
1
8
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

3
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
1
回

(
9
/
1
1
)

小
児

看
護

学
演

習
Ⅰ

【
廣

瀬
】

8
回

（
1
0
/
2
,
1
6
,
2
3
,
3
0
,
1
1
/
6
,
1
3
,
2
7
,
1
2
/
4
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

4
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
1
回

(
9
/
1
1
)

小
児

看
護

学
演

習
Ⅰ

【
廣

瀬
】

8
回

（
1
0
/
2
,
1
6
,
2
3
,
3
0
,
1
1
/
6
,
1
3
,
2
7
,
1
2
/
4
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

5
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
1
回

(
9
/
1
1
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

1
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
2
回

(
9
/
1
2
,
1
9
)

薬
理

学
Ⅰ

【
安

原
】

4
回

(
1
0
/
2
4
,
3
1
,
1
1
/
7
,
1
4
)

薬
理

学
Ⅱ

【
安

原
】

4
回

(
1
1
/
2
8
,
1
2
/
5
,
1
/
9
,
1
6
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
1
8
F
)

卒
業

論
文

Ⅰ
 
2
回

（
1
0
/
3
,
1
1
/
1
4
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

Ｆ
)

卒
業

論
文

Ⅱ
 
1
1
回

(
9
/
2
6
,
1
0
/
3
,
1
7
,
2
4
,
3
1
,
1
1
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
1
2
/
5
,
1
2
)

各
研

究
室

2
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
2
回

(
9
/
1
2
,
1
9
)

薬
理

学
Ⅰ

【
安

原
】

4
回

(
1
0
/
2
4
,
3
1
,
1
1
/
7
,
1
4
)

薬
理

学
Ⅱ

【
安

原
】

4
回

(
1
1
/
2
8
,
1
2
/
5
,
1
/
9
,
1
6
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

１
(
1
8
F
)

卒
業

論
文

Ⅰ
 
1
2
回

（
1
0
/
3
,
1
0
,
1
7
,
2
4
,
3
1
,
1
1
/
7
,
1
4
,
1
2
/
1
2
,
1
9
,
1
/
9
,
2
3
,
3
0
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

Ｆ
)

卒
業

論
文

Ⅱ
 
1
1
回

(
9
/
2
6
,
1
0
/
3
,
1
7
,
2
4
,
3
1
,
1
1
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
1
2
/
5
,
1
2
)

各
研

究
室

3
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
2
回

(
9
/
1
2
,
1
9
)

保
健

医
療

福
祉

制
度

論
【

森
田

】
8
回

(
1
0
/
3
,
1
7
,
2
4
,
3
1
,
1
1
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

卒
業

論
文

Ⅱ
 
1
1
回

(
9
/
2
6
,
1
0
/
3
,
1
7
,
2
4
,
3
1
,
1
1
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
1
2
/
5
,
1
2
)

各
研

究
室

4
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
2
回

(
9
/
1
2
,
1
9
)

保
健

医
療

福
祉

制
度

論
【

森
田

】
7
回

(
1
0
/
1
7
,
2
4
,
3
1
,
1
1
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

卒
業

論
文

Ⅰ
 
1
回

(
1
2
/
1
2
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

２
(
８

Ｆ
)

卒
業

論
文

Ⅱ
 
1
1
回

(
9
/
2
6
,
1
0
/
3
,
1
7
,
2
4
,
3
1
,
1
1
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
1
2
/
5
,
1
2
)

各
研

究
室

5
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
2
回

(
9
/
1
2
,
1
9
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

卒
業

論
文

Ⅱ
 
1
1
回

(
9
/
2
6
,
1
0
/
3
,
1
7
,
2
4
,
3
1
,
1
1
/
7
,
1
4
,
2
1
,
2
8
,
1
2
/
5
,
1
2
)

各
研

究
室

1

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

3
回

(
9
/
6
,
1
3
,
2
0
)

在
宅

看
護

学
Ⅰ

【
本

田
】

1
回

(
1
1
/
2
9
)

解
剖

体
追

悼
式

1
0
/
1
8
(
築

地
本

願
寺

)

症
例

検
討

室
保

健
衛

生
学

講
義

室
４

(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

2

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

3
回

(
9
/
6
,
1
3
,
2
0
)

在
宅

看
護

学
Ⅰ

【
本

田
】

7
回

(
1
0
/
4
,
2
5
,
1
1
/
1
,
8
,
1
5
,
2
2
,
2
9
)

解
剖

体
追

悼
式

1
0
/
1
8
(
築

地
本

願
寺

)

症
例

検
討

室
保

健
衛

生
学

講
義

室
４

(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

3

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

2
回

(
9
/
6
,
1
3
)

精
神

看
護

学
【

宮
本

】
8
回

（
1
0
/
4
,
1
1
/
1
5
,
2
2
,
2
9
,
1
2
/
6
,
1
3
,
2
0
,
1
/
1
0
)

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

2
回

(
1
/
1
7
,
2
4
)

解
剖

体
追

悼
式

1
0
/
1
8
(
築

地
本

願
寺

)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

4

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

2
回

(
9
/
6
,
1
3
)

基
礎

看
護

学
Ⅲ

【
齋

藤
】

1
回

（
9
/
2
0
)

精
神

看
護

学
【

宮
本

】
8
回

(
1
0
/
4
,
1
1
/
1
5
,
2
2
,
2
9
,
1
2
/
6
,
1
3
,
2
0
,
1
/
1
0
)

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

2
回

(
1
/
1
7
,
2
4
)

解
剖

体
追

悼
式

1
0
/
1
8
(
築

地
本

願
寺

)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

5

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

2
回

(
9
/
6
,
1
3
)

基
礎

看
護

学
Ⅲ

【
齋

藤
】

1
回

(
9
/
2
0
)

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

1
回

(
1
/
1
7
)

解
剖

体
追

悼
式

1
0
/
1
8
(
築

地
本

願
寺

)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

1
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
2
回

(
9
/
7
,
1
4
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

2
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
2
回

(
9
/
7
,
1
4
)

成
人

看
護

学
Ⅱ

【
井

上
】

7
回

（
1
0
/
1
9
,
1
1
/
2
,
9
,
1
6
,
3
0
,
1
/
1
1
,
1
8
)

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

3

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

2
回

(
9
/
7
,
1
4
)

基
礎

看
護

学
Ⅲ

【
齋

藤
】

1
回

（
1
2
/
7
）

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

4
回

(
1
1
/
2
,
9
,
1
6
,
3
0
)

医
療

情
報

学
【

田
中

(
博

)
】

4
回

（
1
2
/
2
1
,
1
/
1
1
,
1
8
,
2
5
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

情
報

検
索

室
(
M
＆

D
タ

ワ
ー

4
F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

4

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

2
回

(
9
/
7
,
1
4
)

基
礎

看
護

学
Ⅲ

【
齋

藤
】

2
回

（
1
2
/
7
,
1
4
）

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

4
回

(
1
1
/
2
,
9
,
1
6
,
3
0
)

医
療

情
報

学
【

田
中

(
博

)
】

4
回

（
1
2
/
2
1
,
1
/
1
1
,
1
8
,
2
5
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

情
報

検
索

室
(
M
＆

D
タ

ワ
ー

4
F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

5
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅱ
【

齋
藤

】
2
回

(
9
/
7
,
1
4
)

基
礎

看
護

学
演

習
Ⅱ

【
齋

藤
】

2
回

（
1
1
/
1
6
,
3
0
）

基
礎

看
護

学
Ⅲ

【
齋

藤
】

1
回

（
1
2
/
1
4
）

保
健

衛
生

学
講

義
室

４
(
７

F
)

臨
地

実
習

臨
地

実
習

・
（

合
）

は
，

検
査

技
術

学
専

攻
と

の
合

同
授

業
を

示
す

。
（

検
査

技
術

学
専

攻
と

授
業

科
目

名
が

一
部

異
な

る
。

）
・

臨
地

実
習

の
詳

細
に

つ
い

て
は

，
別

途
連

絡
す

る
。

・
臨

地
実

習
の

詳
細

に
つ

い
て

は
，

別
途

連
絡

す
る

。

火 水月 備
考

（
後

期
)
　

　
１

時
限

 
8
:
5
0
～

1
0
:
2
0
　

２
時

限
1
0
:
3
0
～

1
2
:
0
0
　

３
時

限
1
3
:
0
0
～

1
4
:
3
0
　

４
時

限
1
4
:
4
0
～

1
6
:
1
0
　

５
時

限
1
6
:
2
0
～

1
7
:
5
0

金木



第１学年
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は湯島地区

8:50～10:20 10:30～12:00 12:50～14:20 14:30～16:00 16:20～17:40(開始時間注意)

4/17 火 化学基礎補習
化学基礎－１

（澤野）

12:30～13:20　抗体検査(随時)
13:20～専攻ガイダンス

(3号館7階　保健衛生学講義室4)

基礎看護学Ⅰ(1)(齋藤)
(3号館7階　保健衛生学講義室4)

基礎看護学Ⅰ(2)(齋藤)
(3号館7階　保健衛生学講義室4)

4/24 火 化学基礎補習
化学基礎－２

（澤野）
基礎看護学Ⅰ(3)(齋藤)

(3号館7階　保健衛生学講義室4)
基礎看護学Ⅰ(4)(齋藤)

(3号館7階　保健衛生学講義室4)

5/1 火 化学基礎補習
化学基礎－３

（澤野）
基礎看護学Ⅰ(5)(齋藤)

(3号館7階　保健衛生学講義室4)
基礎看護学Ⅰ(6)(齋藤)

(3号館7階　保健衛生学講義室4)

5/8 火 化学基礎補習
化学基礎－４

（澤野）
基礎看護学Ⅰ(7)(齋藤)

(3号館7階　保健衛生学講義室4)
基礎看護学Ⅰ(8)(齋藤)

(3号館7階　保健衛生学講義室4)

5/15 火 化学基礎補習
化学基礎－５

（澤野）
健康診断

教養総合講座
（全教員）５号館４階　特別講堂

教養総合講座
（全教員）５号館４階　特別講堂

9:10～10:40 10:50～12:00 12:50～14:20 14:50～16:20 16:30～18:00

5/22 火
化学基礎－６

（澤野）
教養総合講座

（全教員）全教室
教養総合講座

（全教員）全教室

5/29 火
化学基礎－７

（澤野）
教養総合講座

（全教員）全教室
教養総合講座

（全教員）全教室

6/5 火
化学基礎－８

（澤野）
教養総合講座

（全教員）全教室
教養総合講座

（全教員）全教室

6/12 火
化学基礎－９

（澤野）
教養総合講座

（全教員）全教室
教養総合講座

（全教員）全教室

6/19 火
化学基礎－１０

（澤野）
教養総合講座

（全教員）全教室
教養総合講座

（全教員）全教室

6/26 火
化学基礎－１１

（澤野）
教養総合講座

（全教員）全教室
教養総合講座

（全教員）全教室

7/3 火
化学基礎－１２

（澤野）
教養総合講座

（全教員）全教室
教養総合講座

（全教員）全教室

7/10 火
化学基礎－１３

（澤野）
教養総合講座

（全教員）全教室
教養総合講座

（全教員）全教室

7/17 火
化学基礎－１４

（澤野）
教養総合講座

（全教員）全教室
教養総合講座

（全教員）全教室

7/24 火
化学基礎－１５

（澤野）
教養総合講座

（全教員）全教室
教養総合講座

（全教員）全教室

8:50～10:20 10:30～12:00 12:50～14:20 14:30～16:00 16:10～17:40(開始時間注意)

10/2 火
医療人間学概論(倫理学）-1

(3号館18階 保健衛生学講義室1)
医療人間学概論(法学）-1

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(1)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(2)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
看護心理学(1)(宮本)

(3号館8階保健衛生学講義室2)

10/9 火
医療人間学概論(倫理学）-2

(3号館18階 保健衛生学講義室1)
医療人間学概論(法学）-2

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(3)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(4)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
看護心理学(2)(宮本)

(3号館8階保健衛生学講義室2)

10/16 火
医療人間学概論(倫理学）-3

(3号館18階 保健衛生学講義室1)
医療人間学概論(法学）-3

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(5)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(6)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
看護心理学(3)(宮本)

(3号館8階保健衛生学講義室2)

10/23 火
医療人間学概論(倫理学）-4

(3号館18階 保健衛生学講義室1)
医療人間学概論(法学）-4

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(7)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(8)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
看護心理学(4)(宮本)

(3号館8階保健衛生学講義室2)

10/30 火
医療人間学概論(倫理学）-5

(3号館18階 保健衛生学講義室1)
医療人間学概論(法学）-5

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(9)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(10)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
看護心理学(5)(宮本)

(3号館8階保健衛生学講義室2)

11/6 火
医療人間学概論(倫理学）-6

(3号館18階 保健衛生学講義室1)
医療人間学概論(法学）-6

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(11)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(12)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
看護心理学(6)(宮本)

(3号館8階保健衛生学講義室2)

11/13 火
医療人間学概論(倫理学）-7

(3号館18階 保健衛生学講義室1)
医療人間学概論(法学）-7

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(13)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(14)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
看護心理学(7)(宮本)

(3号館8階保健衛生学講義室2)

11/20 火
医療人間学概論(倫理学）-8

(3号館18階 保健衛生学講義室1)
医療人間学概論(法学）-8

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(15)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
解剖学Ⅰ(16)(星)

臨床講堂（医_附属病院A棟B1F）
看護心理学(8)(宮本)

(3号館8階保健衛生学講義室2)

11/27 火
医療人間学ｾﾐﾅｰⅠ（法学・倫理学）-1

(講義室は下記の太枠参照）
医療人間学ｾﾐﾅｰⅠ（法学・倫理学）-2

(講義室は下記の太枠参照）
看護の統合と実践Ⅰ（1）(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

看護の統合と実践Ⅰ（2）(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

12/4 火
医療人間学ｾﾐﾅｰⅠ（法学・倫理学）-3

(講義室は下記の太枠参照）
医療人間学ｾﾐﾅｰⅠ（法学・倫理学）-4

(講義室は下記の太枠参照）
看護の統合と実践Ⅰ（3）(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

看護の統合と実践Ⅰ（4）(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

12/11 火
医療人間学ｾﾐﾅｰⅠ（法学・倫理学）-5

(講義室は下記の太枠参照）
医療人間学ｾﾐﾅｰⅠ（法学・倫理学）-6

(講義室は下記の太枠参照）
看護の統合と実践Ⅰ（5）(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

看護の統合と実践Ⅰ（6）(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

12/18 火
医療人間学ｾﾐﾅｰⅠ（法学・倫理学）-7

(講義室は下記の太枠参照）
医療人間学ｾﾐﾅｰⅠ（法学・倫理学）-8

(講義室は下記の太枠参照）
看護の統合と実践Ⅰ（7）(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

看護の統合と実践Ⅰ（8）(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

1/8 火
医療人間学ｾﾐﾅｰⅡ（法学・倫理学）-1

(講義室は下記の太枠参照）
医療人間学ｾﾐﾅｰⅡ（法学・倫理学）-2

(講義室は下記の太枠参照）
看護の統合と実践Ⅰ（9）(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

看護の統合と実践Ⅰ(10)(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

1/15 火
医療人間学ｾﾐﾅｰⅡ（法学・倫理学）-3

(講義室は下記の太枠参照）
医療人間学ｾﾐﾅｰⅡ（法学・倫理学）-4

(講義室は下記の太枠参照）
看護の統合と実践Ⅰ(11)(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

看護の統合と実践Ⅰ(12)(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

1/22 火
医療人間学ｾﾐﾅｰⅡ（法学・倫理学）-5

(講義室は下記の太枠参照）
医療人間学ｾﾐﾅｰⅡ（法学・倫理学）-6

(講義室は下記の太枠参照）
看護の統合と実践Ⅰ(13)(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

看護の統合と実践Ⅰ(14)(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

1/29 火
医療人間学ｾﾐﾅｰⅡ（法学・倫理学）-7

(講義室は下記の太枠参照）
医療人間学ｾﾐﾅｰⅡ（法学・倫理学）-8

(講義室は下記の太枠参照）
看護の統合と実践Ⅰ(15.)(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

看護の統合と実践Ⅰ(16.)(深堀)
(3号館8階保健衛生学講義室2)

　◆医療人間学セミナー講義室

保健衛生学科（看護学専攻）第１学年　平成２４年度火曜授業時間割

前期

日時

日時

夏季休業 平成２４年８月１日～９月７日（基礎看護学実習Ⅰ期間を除く）

春季休業 平成２５年２月１８日～３月３１日　　
　　　※上記は予定。変更の場合は掲示する。

基礎看護学実習Ⅰ（7/31～8/3）【医学部・歯学部附属病院、３号館18階保健衛生学講義室1、３号館17階看護学実習室１・２・症例検討室】

前期試験 平成２４年９月１０日～９月１４日

後期

日時

冬季休業 平成２４年１２月２５日～平成２５年１月４日

火曜補講 平成25年2月5日

後期試験 平成２５年２月１２日～２月１５日 医療人間学ｾﾐﾅｰⅠ・Ⅱ（法学）：３号館18階　保健衛生学講義室１
医療人間学ｾﾐﾅｰⅠ・Ⅱ（倫理学）：３号館8階　保健衛生学講義室２
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① 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

4/9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

② 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

4/16 月

17 火
専攻ガイダンス
13:20～

4 基礎看護学Ⅰ(1) 4 基礎看護学Ⅰ(2) 4

18 水

19 木

20 金

③ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

4/23 月

24 火 基礎看護学Ⅰ(3) 4 基礎看護学Ⅰ(4) 4

25 水

26 木

27 金

④ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

4/30 月

5/1 火 基礎看護学Ⅰ(5) 4 基礎看護学Ⅰ(6) 4

水

平成２４年度時間割（看護学専攻：第１学年）

（前期）　

振替休日

2 水

3 木

4 金

⑤ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

5/7 月

8 火 基礎看護学Ⅰ(7) 4 基礎看護学Ⅰ(8) 4

9 水

10 木

11 金

憲法記念日

みどりの日
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第１学年）

⑥ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

5/14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

⑦ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

5/21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

⑧ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

5/28 月

29 火

30 水

31 木

6/1 金

⑨ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

6/4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

⑩ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

6/11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

⑪ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

6/18 月

19 火

20 水

21 木

22 金



─ 10 ─

平成２４年度時間割（看護学専攻：第１学年）

⑫ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

6/25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

⑬ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

7/2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

⑭ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

7/9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

⑮ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

7/16 月

17 火

18 水

海の日

19 木

20 金

⑯ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

7/23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

⑰ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

7/30 月

31 火

8/1 水

2 木

3 金

基礎看護学実習Ⅰ（7/31～8/3）【医学部・歯学部附属病院、３号館18階保健衛生学講義室1、３号館17階看護学実習室１・２・症例検討室】
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第１学年）

① 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

10/1 月

2 火 解剖学Ⅰ(1) 臨床講堂 解剖学Ⅰ(2) 臨床講堂 看護心理学(1) 2

3 水

4 木

5 金

② 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

10/8 月

9 火 解剖学Ⅰ(3) 臨床講堂 解剖学Ⅰ(4) 臨床講堂 看護心理学(2) 2

10 水

11 木

12 金

③ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

10/15 月

16 火 解剖学Ⅰ(5) 臨床講堂 解剖学Ⅰ(6) 臨床講堂 看護心理学(3) 2

17 水

18 木

19 金

④ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

10/22 月

23 火 解剖学Ⅰ(7) 臨床講堂 解剖学Ⅰ(8) 臨床講堂 看護心理学(4) 2

24 水

25 木

26 金

⑤ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

創立記念日

体育の日

10/29 月

30 火 解剖学Ⅰ(9) 臨床講堂 解剖学Ⅰ(10) 臨床講堂 看護心理学(5) 2

31 水

11/1 木

2 金
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第１学年）

⑥ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

11/5 月

6 火 解剖学Ⅰ(11) 臨床講堂 解剖学Ⅰ(12) 臨床講堂 看護心理学(6) 2

7 水

8 木

9 金

⑦ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

11/12 月

13 火 解剖学Ⅰ(13) 臨床講堂 解剖学Ⅰ(14) 臨床講堂 看護心理学(7) 2

14 水

15 木

16 金

⑫ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

11/19 月

20 火 解剖学Ⅰ（15） 臨床講堂 解剖学Ⅰ（16） 臨床講堂 看護心理学(8) 2

21 水

22 木

23 金

⑧ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

11/26 月

27 火 看護の統合と実践Ⅰ(1) 2 看護の統合と実践Ⅰ(2) 2

28 水

29 木

30 金

⑨ 8 50 10 20 講義室 10 30 12 00 講義室 12 50 14 20 講義室 14 30 16 00 講義室 16 20 17 50 講義室

勤労感謝の日

⑨ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

12/3 月

4 火 看護の統合と実践Ⅰ(3) 2 看護の統合と実践Ⅰ(4) 2

5 水

6 木

7 金

⑩ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

12/10 月

11 火 看護の統合と実践Ⅰ(5) 2 看護の統合と実践Ⅰ(6) 2

12 水

13 木

14 金

⑪ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

12/17 月

18 火 看護の統合と実践Ⅰ(7) 2 看護の統合と実践Ⅰ(8) 2

19 水

20 木

21 金
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第１学年）

⑫ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

1/7 月

8 火 看護の統合と実践Ⅰ(9) 2 看護の統合と実践Ⅰ(10) 2

9 水

10 木

11 金

⑬ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

1/14 月

15 火 看護の統合と実践Ⅰ(11) 2 看護の統合と実践Ⅰ(12) 2

16 水

17 木

18 金

⑭ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

1/21 月

22 火 看護の統合と実践Ⅰ(13) 2 看護の統合と実践Ⅰ(14) 2

23 水

24 木

25 金

⑮ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

1/28 月

29 火 看護の統合と実践Ⅰ(1５) 2 看護の統合と実践Ⅰ(1６) 2

30 水

31 木

2/1 金

⑯ 8 50 10 20 講義室 10 30 12 00 講義室 12 50 14 20 講義室 14 30 16 00 講義室 16 20 17 50 講義室

成人の日

⑯ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

2/4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

① 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 12：50～14：20 講義室 14：30～16：00 講義室 16：20～17：50 講義室

2/11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

建国記念の日
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解  剖  学 (I) 

Anatomy (I) 
 

星   治 

 

１ 科目の概要 

解剖学は正常なからだの形態と構造を細胞から器官レベルまで研究する学問で，

医学の最も基礎的な領域である。 

 

２ 教育方針・教育目標 

からだを構成している細胞から器官にいたる各単位について，基本的な構造を理解する

ことを目標とする。さらに，看護学を学ぶためにあたって必要な内容を講義するだけでな

く，実物観察により理解を深めることも重視する。 

 

３ 教育内容 

人体を各系統に分け，それらを構成する各器官の形態と構造について講義し，基礎的な

人体解剖学の概念を修得できるように努める。 

 

回数 項  目 内  容 担当者 

1 

2 
総論 

解剖学とはなにか、人体の構成単位、器官と系統、細胞と組織、

人体の方向用語 
星 

3 

4 
骨格系 

骨組織、骨の発生、骨の連結、頭蓋、脊柱、胸郭、上肢の骨格、

下肢の骨格 
〃 

5 

6 
筋系 筋のかたちと構造、頭の筋、胸腹部の筋、上肢の筋、下肢の筋 〃 

7 

8 

9 

脈管系 
血管の構造、心臓の構造、刺激伝導系、肺循環と体循環、 

動脈系、静脈系、リンパ系  
〃 

10 

11 
呼吸器系 鼻腔、副鼻腔、咽頭、喉頭、気管、気管支、肺 〃 

12 

13 
消化器系 

消化管の基本構造、口腔、咽頭、食道、胃、小腸、大腸、肝臓、

胆嚢、膵臓 
〃 

14 内分泌系 下垂体、甲状腺、上皮小体、副腎、膵臓 〃 

15 生殖器系（男性） 精巣と精巣上体、精管、精嚢と前立腺、陰茎、精子 〃 

16 生殖器系（女性） 卵巣、卵管、子宮、胎盤、腟と外陰部 〃 

 

〔単位〕必修 2 単位 

〔場所〕臨床講堂（医学部附属病院Ａ棟 地下１階） 

 

４ 教科書・参考書 

教科書 藤田恒夫：入門人体解剖学 南江堂 

参考書 藤田恒夫 藤田尚男：標準組織学 総論・各論 医学書院 

牛木辰男：入門組織学 南江堂 

解剖学用語 日本解剖学会 丸善 

佐藤達夫訳：人体解剖学カラーアトラス 南江堂 

 

５ 他科目との関連 

人体の様々な病態を理解するためには，からだの構造の基本的な知識が必要である。  

このため，解剖学は他の多くの科目と関連している。特に，生理学，病理学，病態学とは

密接な関連がある。 

 

６ 受講上の注意 

時間数が限られているので，予習，復習することが必要である。 
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７ 成績評価方法 

筆記試験を行う。 
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基礎看護学Ⅰ 

Fundamental Nursing Ⅰ 
 

齋 藤 や よ い 

 

１ 科目の概要 

基礎看護学では看護学専門科目に共通する知識と技術を学ぶ。基礎看護学Ⅰは，看護学概論とし

て，看護の本質となる「看護｣｢健康｣｢人間｣｢環境｣の概念を理解し，看護の機能と役割，対象の全人

的理解のための基礎的知識を養う。 

 

２ 教育方針・教育目標 

 看護の共通基盤となる看護の理論，概念・目的や，看護実践能力の基礎となる人間観，生活観，

社会観，健康観，自然観とそれらの関連性について総合的に理解する。また，看護独自の機能と，

保健医療チームの中での看護の役割と連携について理解する。 

 

３ 教育内容 

回数 日 時 項  目 内  容 担当者 

1 4 / 17(火) 
4 オリエンテーション 看護と看護学 齋藤やよい

2 4 / 17(火) 
5 看護の概念 看護の概念と対象の理解 齋藤やよい

3 4 / 24(火) 
3 看護ニーズ 看護の諸理論 齋藤やよい

4 4 / 24(火) 
4 看護技術 

看護技術の定義 

看護技術の定義と構成する要素と内容 
齋藤やよい

5 5 / 1(火) 
3 看護の歴史 看護の歴史と今後の展望 齋藤やよい

6 5 /1(火) 
4 看護の歴史 看護の歴史と今後の展望 齋藤やよい

7 5 / 8(火) 
3 保健医療の概念 保健医療の概念と看護活動－看護の実践の場 齋藤やよい

8 5 / 8(火) 
4 看護倫理 倫理と専門職としての看護 齋藤やよい

＊日時及び内容は変更する場合がある。 

〔単位〕必修１単位 

〔場所〕保健衛生学講義室４（３号館７階） 

 

４ 教科書・参考書 

V．ヘンダーソン（湯槇ます，他訳）：看護の基本となるもの，日本看護協会出版会 

高橋照子：看護学原論，南江堂，2009 
その他テーマに関連した参考図書を随時紹介 

 

５ 他科目との関連 

看護学の独自性や看護の専門機能を理解するために，学習の基礎となる教養の自然科学系，社会学

系の科目，特に人間科学，社会学，心理学，哲学などの学習が望ましい。 

 

６ 受講上の注意 

看護学の基礎となる理論や概念を学ぶために，柔軟な思考力が必要となる。これまでの学習経験や

生活体験，社会体験を踏まえ，幅広い分野の書物に触れ，社会情勢にも関心を持つことが望ましい。 

 

７ 成績評価方法 

単元ごとのミニレポート、課題レポート，および出席状況により評価する。 



─ 17 ─

基礎看護学実習Ⅰ（看護早期体験実習） 

Early Exposure Practice 
 

齋 藤 や よ い 

 

１ 実習の概要・目的 

専門科目の学習の初期において，医療の現場を知り，健康障害をもった人々と直接関わることを

通して，看護の機能と役割を理解する。また，本実習を通して，今後の学習への動機づけとする。 

 

２ 教育目標 

１）大学病院の概要と機能について知る。 

２）医学部，および歯学部附属病院の理念と病院組織の概要を知る。 

３）看護部の理念と基本方針を知る。 

４）病院の機能からみた構造上の特徴と，病院内での各部門の配置を知る。 

５）療養環境としての病棟・病室環境の特徴を知る。 

６）看護活動の場と看護の実際を知る。 

７）入院患者の特徴を知る。 

８）専門職の役割・連携を知る。 

９）学生間で体験を共有する。   

 

３ 実習内容・方法等 

〔実習期間〕 ：７月31日(火) ～ ８月３日(金)  

〔場  所〕 ：保健衛生学講義室１（３号館18階）、看護実習室１および２（３号館17階） 

医学部附属病院および歯学部附属病院 

〔単  位〕 ：必修１単位 

 

（詳細については、後日配布する実習要項に提示） 
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看護心理学 

Nursing Psychology 
 

宮 本 真 巳 

 

１ 科目の概要 

心の健康と精神的援助の全容を概観し、看護実践の心理学的な基礎を築く。 

 

２ 教育方針・教育目標 

心のしくみと働きについて理解を深めると共に、健康上の問題を抱える人々に精神的な援助を提

供する上で欠くことのできない基本的な知識、技術、態度を養うことを学習の目標とする。そこで

まず、人格診断、心理測定、自己分析の方法を自分自身に適用してみる。さらに、日常的に体験し

ているストレスや生活習慣について吟味し、自分自身の心と身体を素材にして健康と不健康、適応

と不適応を区別できる判断力を磨く。また、リラクセーション技法、呼吸法等、心の健康の回復・

維持・増進に有効と考えられる方法の一端を体験し、精神的な健康をめぐる援助について視野を広

げる。こうした学習を通じて、セルフケア支援としての看護について基本的な考え方を身につける。 

 

３ 教育内容 
回数 日 時 項  目 内  容 担当者 

1 
10/2(火) 

5 
心のしくみと心の健康 

心のしくみと働き（知情意の区別と関連性）、人

格の構造、人格と精神状態の評価方法(心理測定

法)、人間と環境との相互作用（応答的な環

境）、対人関係とコミュニケーション 

宮本真巳 

2 
10/9(火) 

5 
環境への適応と不適応 (1)

心の健康と身体の健康、心理的ストレスの発生、

ストレス対処の過程と類型 
美濃由紀子 

3 
10/16(火) 

5 
環境への適応と不適応 (2)

心的外傷（トラウマ）の発生、生活習慣と嗜癖行

動(アディクション)、暴力的な対人関係（虐待、

いじめ、ＤＶ）、精神疾患と脆弱性 

上岡陽江 

4 
10/23(火) 

5 
心と人格の発達 

エリクソンの発達図式、母子相互作用と乳幼児期

の発達、青年期の挫折とアイデンティティ形成、

中高年の危機と生涯発達 

渡邊敦子 

5 
10/30(火) 

5 
ストレス・マネジメント 

代替療法と統合医療(ホリスティックメディス

ン)、リラクセーション技法（呼吸法、漸進的筋

弛緩法） 

渡邊敦子 

6 
11/6(火) 

5 
体験としての病 

病気という体験(がん患者とその家族を中心に)、

当事者同士の支え合い、病気の受容、病と共に生

きるということ 

沖原幸江 

7 
11/13(火) 

5 
感性を磨く技法(1) 

看護場面の再構成法（臨地実習の体験）、援助関

係の形成、セルフケア支援としての看護  
美濃由紀子 

8 
11/20(火) 

5 
感性を磨く技法(2) 

異和感の対自化、感情活用能力、カウンセリング

と自己一致、フォーカシング、問題の明確化、意

思決定支援 

宮本真巳 

〔単位〕選択１単位 

〔場所〕保健衛生学講義室２（３号館８階）ほか 

 

４ 教科書・参考書 

教科書(いずれも3学年まで使用) 

日本精神科看護技術協会監修「改定 精神看護学」中央法規出版、2006 

宮本真巳「感性を磨く技法１看護場面の再構成」日本看護協会出版会、1995 

参考書 

宮本真巳「感性を磨く技法２ 異和感と援助者アイデンティティ」日本看護協会出版会、1996 

宮本真巳「感性を磨く技法３ セルフケアを援助する」日本看護協会出版会、1996 

服部祥子「生涯人間発達論」医学書院、2000 

リチャード・ラザルス（本明寛他訳）「ストレスの心理学」実務教育出版、1991 

ユージン・ジェンドリン（村山正治訳）「フォーカシング」福村出版、1982 

    ダニエル・ゴールマン（土屋京子訳）「ＥＱ－こころの知能指数」講談社、1995 
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５ 他科目との関連 

基礎看護学、精神看護学、精神看護学演習等の科目と関連する。 

 

６ 受講上の注意 

自分自身の心と身体を学習素材とした体験学習を通じて、自己の内面に生じてくるどんな反応も

“やさしく”受け入れてみることを糸口にして、看護職、医療職に求められる姿勢を築いて欲しい。 

 

７ 成績評価方法 

人間理解、自己理解、援助関係、セルフケア等のテーマに関するレポートによって評価する。 
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看護の統合と実践Ⅰ 

Integration of acquaintances for nursing practice Ⅰ 
 

深 堀 浩 樹 

１ 科目の概要 

  看護学の各分野で学ぶ内容の基礎として、様々な領域の看護学・看護実践、および多職種の活動を 

知り、広い視野に基づき看護を学んでいくための基本的な態度を身につける。 

 

２ 教育方針・教育目標 

１） 様々な場面における看護のあり方について知る。 

２） 生涯に渡り看護に携わっていくための態度を養う。 

 

３ 教育内容 

回 日 時 内   容 担当者 

1 11/27(火) 3限 オリエンテーション / 様々な領域の看護学 ① 深堀浩樹 

2 11/27(火) 4限 様々な領域の看護学 ②，③ 保健衛生学研究科教員

3 12/4(火) 3限 様々な領域の看護学 ④，⑤ 保健衛生学研究科教員

4 12/4(火) 4限 看護学における資料・文献の探し方 ① 図書館司書 

5 12/11(火) 3限 国際看護 
小黒道子 

（聖路加看護大学） 

6 12/11(火) 4限 看護学における資料・文献の探し方 ② 図書館司書 

7 12/18(火) 3限 様々な領域の看護学 ⑥，⑦ 保健衛生学研究科教員

8 12/18(火) 4限 部門見学・インタビュー内容の検討(グループワーク) 深堀浩樹 

9 1/8(火) 3限 様々な領域の看護学 ⑧，⑨ 保健衛生学研究科教員

10 1/8(火) 4限 災害看護 
石田千絵 

(昭和大学)  

11 1/15(火) 3限 起業した看護職 
川添高志 

（株式会社ケアプロ）

12 1/15(火) 4限 看護・医療職への部門見学・インタビュー(グループ別) 深堀浩樹 

13 1/22(火) 3限 
発表資料作成(グループワーク) 深堀浩樹 

14 1/22(火) 4限 

15 1/29(火) 3限 
プレゼンテーション 深堀浩樹 

16 1/29(火) 4限 

注１）日時・内容は変更する場合があるので、掲示に注意すること。 

注２）保健衛生学科教員とは各講座（地域保健看護学、在宅ケア看護学、リプロダクティブヘルス

看護学、精神保健看護学、小児・家族発達看護学、先端侵襲緩和ケア看護学、高齢者看護・

ケアシステム開発学、健康教育学、国際看護開発学）の教員のことを示す。 

〔単位〕必修2単位 

〔場所〕3号館8階 保健衛生学講義室2 

（PCを使う場合はM&Dタワー 3階 情報検索室。日時は別途連絡） 

〔時間〕3限12:50-14:20  4限14:30-16:00 

 

４ 教科書・参考書（予定） 

  授業において必要な参考書は提示する。 

 

５ 他科目との関連 

  ｢看護の統合と実践｣は、他の看護の専門分野と密接なかかわりを持つ。今回学んだ内容は、今後学習

予定の看護学の各科目と、将来的に関連付けられていくことが望ましい。 

 

６ 受講上の注意 

  内容・日時・場所については変更が生じうるので適宜掲示で確認すること。 

 

７ 成績評価方法 

  レポート、出席により評価する。 



第２学年



─ 21 ─

① 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

4/4 水

5 木 解剖学Ⅱ(1) 臨床講堂 解剖学Ⅱ(2) 臨床講堂 基礎看護学Ⅱ(1) 4 基礎看護学Ⅱ(2) 4

6 金 生化学(1) 臨床講堂 成人看護学Ⅰ(1) 4 基礎看護学演習Ⅰ(1) 4 基礎看護学演習Ⅰ(2) 4 生化学(2) 臨床講堂

② 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

4/9 月 生化学(3) 臨床講堂 微生物学(1) 臨床講堂 病態学(1) 1

10 火

11 水 病理学(1) 臨床講堂 英文講読Ⅰ(1) 4 病態学(2) 4 病態学(3) 4

12 木 解剖学Ⅱ(3) 臨床講堂 基礎看護学演習Ⅰ(3) 4 基礎看護学演習Ⅰ(4) 4 基礎看護学演習Ⅰ(5) 4

13 金 成人看護学Ⅰ(2) 4 基礎看護学演習Ⅰ(6) 4 基礎看護学演習Ⅰ(7) 4

③ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

4/16 月 生化学(4) 臨床講堂 解剖学Ⅱ(4) 臨床講堂 生化学(5) 臨床講堂 微生物学(2) 臨床講堂 病態学(4) 1

17 火 解剖学Ⅱ(5) 臨床講堂

18 水 病理学(2) 臨床講堂 英文講読Ⅰ(2) 4

19 木 解剖学Ⅱ(6) 臨床講堂 基礎看護学Ⅱ(3) 4 基礎看護学Ⅱ(4) 4

20 金 生化学(6) 臨床講堂 成人看護学Ⅰ(3) 4 基礎看護学Ⅱ(5) 4 基礎看護学演習Ⅰ(8) 4 基礎看護学演習Ⅰ(9) 4

④ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

4/23 月 生化学(7) 臨床講堂 生化学(8) 臨床講堂 微生物学(3) 臨床講堂 病態学(5) 1

24 火 解剖学Ⅱ(7) 臨床講堂

平成２４年度時間割（看護学専攻：第２学年）

（前期）　

13:30～学年ガイダンス　終了後専攻別ガイダンス（３号館２階　医学科講義室）

24 火 解剖学Ⅱ(7) 臨床講堂

25 水 病理学(3) 臨床講堂 英文講読Ⅰ(3) 4 病態学(6) 4 病態学(7) 4

26 木 解剖学Ⅱ(8) 臨床講堂 基礎看護学演習Ⅰ(10) 4 基礎看護学演習Ⅰ(11) 4

27 金 成人看護学Ⅰ(4) 4 基礎看護学Ⅱ(6) 4 基礎看護学Ⅱ(7) 4 基礎看護学演習Ⅰ(12) 4

⑤ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

4/30 月

5/1 火 生理学(1) 臨床講堂 生理学(2) 臨床講堂

2 水 生理学(3) 臨床講堂 病理学(4) 臨床講堂 英文講読Ⅰ(4) 4

3 木

4 金

⑥ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

5/7 月 生化学(9) 臨床講堂 生化学(10) 臨床講堂 微生物学(4) 臨床講堂 病態学(8) 1

8 火 生理学(4) 臨床講堂 専門基礎合同演習(1)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(2)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(3)
７ Ｆ
実習室

9 水 病理学(5) 臨床講堂 英文講読Ⅰ(5) 4

10 木 生理学(5) 臨床講堂 基礎看護学演習Ⅰ(13) 4 基礎看護学演習Ⅰ(14) 4 基礎看護学演習Ⅰ(15) 4

11 金 成人看護学Ⅰ(5) 4 基礎看護学演習Ⅰ(16) 4 基礎看護学演習Ⅰ(17) 4

憲法記念日

振替休日

みどりの日
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第２学年）

⑦ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

5/14 月 生理学(6) 臨床講堂 生化学(11) 臨床講堂 微生物学(5) 臨床講堂 病態学(9) 1

15 火 生理学(7) 臨床講堂 専門基礎合同演習(4)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(5)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(6)
７ Ｆ
実習室

16 水 生理学(8) 臨床講堂 病理学(6) 臨床講堂 英文講読Ⅰ(6) 4

17 木 生理学(9) 臨床講堂 生理学(10) 臨床講堂 基礎看護学Ⅲ(1) 4 基礎看護学Ⅲ(2) 4 基礎看護学Ⅲ(3) 4

18 金 生化学(12) 臨床講堂 成人看護学Ⅰ(6) 4 基礎看護学Ⅱ(8) 4 基礎看護学演習Ⅰ(18) 4

⑧ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

5/21 月 生理学(11) 臨床講堂 生理学(12) 臨床講堂 生化学(13) 臨床講堂 微生物学(6) 臨床講堂 病態学(10) 1

22 火 生理学(13) 臨床講堂 生理学(14) 臨床講堂 専門基礎合同演習(7)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(8)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(9)
７ Ｆ
実習室

23 水 病理学(7) 臨床講堂 英文講読Ⅰ(7) 4

24 木 生理学(15) 臨床講堂 生理学(16) 臨床講堂 基礎看護学Ⅲ(4) 4 基礎看護学Ⅲ(5) 4 基礎看護学演習Ⅰ(19) 4

25 金 生化学(14) 臨床講堂 成人看護学Ⅰ(7) 4 基礎看護学Ⅱ(9) 4 基礎看護学Ⅱ(10) 4

⑨ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

5/28 月 生理学(17) 臨床講堂 生理学(18) 臨床講堂 生化学(15) 臨床講堂 微生物学(7) 臨床講堂 病態学(11) 1

29 火 生理学(19) 臨床講堂 生理学(20) 臨床講堂 専門基礎合同演習(10)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(11)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(12)
７ Ｆ
実習室

30 水 病理学(8) 臨床講堂 英文講読Ⅰ(8) 4 病態学(12) 4 病態学(13) 4

31 木 生理学(21) 臨床講堂 生理学(22) 臨床講堂 基礎看護学演習Ⅰ(20) 4 基礎看護学演習Ⅰ(21) 4 基礎看護学演習Ⅰ(22) 4

6/1 金 成人看護学Ⅰ(8) 4 成人看護学Ⅰ(9) 4 小児看護学Ⅰ(1) 4 小児看護学Ⅰ(2) 4

⑩ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

6/4 月 微生物学(8) 臨床講堂 病態学(14) 1

5 火 生理学(23) 臨床講堂 生理学(24) 臨床講堂 専門基礎合同演習(13)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(14)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(15)
７ Ｆ
実習室

6 水 英文講読Ⅰ(9) 4 病態学(15) 4

7 木 基礎看護学演習Ⅰ(23) 4 基礎看護学演習Ⅰ(24) 4 基礎看護学演習Ⅰ(25) 4

8 金 成人看護学Ⅰ(10) 4 成人看護学Ⅰ(11) 4 小児看護学Ⅰ(3) 4 小児看護学Ⅰ(4) 4 小児看護学Ⅰ(5) 4

⑪ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

6/11 月 専門基礎合同演習(16)
７ Ｆ
実習室 病態学(16) 4 病態学(17) 4 病態学(18) 4

12 火 専門基礎合同演習(17)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(18)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(19)
７ Ｆ
実習室

13 水 英文講読Ⅰ(10) 4 病態学(19) 4

14 木 基礎看護学Ⅱ(11) 4 基礎看護学演習Ⅰ(26) 4 基礎看護学演習Ⅰ(27) 4

15 金 成人看護学Ⅰ(12) 4 小児看護学Ⅰ(6) 4 小児看護学Ⅰ(7) 4 小児看護学Ⅰ(8) 4

⑫ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

6/18 月 病態学(20) 4 病態学(21) 4 病態学(22) 4

19 火 専門基礎合同演習(20)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(21)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(22)
７ Ｆ
実習室

20 水 英文講読Ⅰ(11) 4 英文講読Ⅰ(12) 4

21 木 基礎看護学Ⅱ(12) 4 基礎看護学Ⅱ(13) 4 基礎看護学演習Ⅰ(28) 4

22 金 成人看護学Ⅰ(13) 4 成人看護学Ⅰ(14) 4 小児看護学Ⅰ(9) 4 小児看護学Ⅰ(10) 4
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第２学年）

⑬ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

6/25 月 病態学(23) 4 病態学(24) 4 病態学(25) 4

26 火 専門基礎合同演習(23)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(24)
７ Ｆ
実習室

専門基礎合同演習(25)
７ Ｆ
実習室

27 水 英文講読Ⅰ(13) 4 英文講読Ⅰ(14) 4

28 木 基礎看護学演習Ⅰ(29) 4 基礎看護学演習Ⅰ(30) 4 基礎看護学演習Ⅰ(31) 4

29 金 成人看護学Ⅰ(15) 4

⑭ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

7/2 月 病態学(26) 4 病態学(27) 4 病態学(28) 4

3 火

4 水 英文講読Ⅰ(15) 4

5 木

6 金 基礎看護学演習Ⅰ(32) 4 基礎看護学演習Ⅰ(33) 4 基礎看護学演習Ⅰ(34) 4

⑮ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

7/9 月 病態学(29) 4 病態学(30) 4

10 火 基礎看護学演習Ⅰ(35) 4 基礎看護学演習Ⅰ(36) 4 基礎看護学演習Ⅰ(37) 4

11 水

12 木

13 金

① 8：50～10：20 10：30～12：00 13：00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50

7/16 月 海の日

17 火

18 水

19 木

20 金 TOEFL/ITP試験

② 8：50～10：20 10：30～12：00 13：00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50

7/23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

前期定期試験

夏季休業　7/30（月）～

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第２学年）

① 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

9/6 木 4

7 金 4

② 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

9/10 月 4

11 火 4

12 水 4

13 木 4

14 金 4

③ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

9/17 月

18 火

19 水 4

20 木 症例検
討室

基礎看護学Ⅲ(6) 4 基礎看護学Ⅲ(7) 4

21 金

④ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

9/24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

⑤ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

10/1 月 病態学(31) 4 病態学(32) 4 病態学(33) 4

2 火 栄養学(1) 4 小児看護学演習Ⅰ(1) 4 小児看護学演習Ⅰ(2) 4

3 水 保健医療福祉制度論(1) 4

基礎看護学実習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅱ

（後期）　

基礎看護学実習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅱ

敬老の日

基礎看護学実習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅱ

4 木 在宅看護学Ⅰ(1) 4 精神看護学(1) 4 精神看護学(2) 4

5 金

⑥ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

10/8 月

9 木

10 水

11 木

12 金

⑦ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

10/15 月 病態学(34) 4 病態学(35) 4

16 火 栄養学(2) 4 成人看護学Ⅱ(1) 4 小児看護学演習Ⅰ(3) 4 小児看護学演習Ⅰ(4) 4

17 水 保健医療福祉制度論(2) 4 保健医療福祉制度論(3) 4

18 木

19 金 成人看護学Ⅱ(2) 4

⑧ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

10/22 月 病態学(36) 4 病態学(37) 4

23 火 栄養学(3) 4 成人看護学Ⅱ(3) 4 小児看護学演習Ⅰ(5) 4 小児看護学演習Ⅰ(6) 4

24 水 薬理学Ⅰ(1)
臨 床 講

堂 薬理学Ⅰ(2)
臨 床 講

堂
保健医療福祉制度論(4) 4 保健医療福祉制度論(5) 4

25 木 在宅看護学Ⅰ(2) 4

26 金

⑨ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

10/29 月 病態学(38) 4 病態学(39) 4

30 火 栄養学(4) 4 成人看護学Ⅱ(4) 4 小児看護学演習Ⅰ(7) 4 小児看護学演習Ⅰ(8) 4

31 水 薬理学Ⅰ(3)
臨 床 講

堂 薬理学Ⅰ(4)
臨 床 講

堂
保健医療福祉制度論(6) 4 保健医療福祉制度論(7) 4

11/1 木 在宅看護学Ⅰ(3) 4

2 金 成人看護学Ⅱ(5) 4 基礎看護学演習Ⅱ(1) 4 基礎看護学演習Ⅱ(2) 4

体育の日

創立記念日

臨時休業（解剖体追悼式）

臨時休業

臨時休業

臨時休業
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第２学年）

⑩ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

11/5 月 病態学(40) 4 病態学(41) 4

6 火 栄養学(5) 4 成人看護学Ⅱ(6) 4 小児看護学演習Ⅰ(9) 4 小児看護学演習Ⅰ(10) 4

7 水 薬理学Ⅰ(5)
臨 床 講

堂 薬理学Ⅰ(6)
臨 床 講

堂
保健医療福祉制度論(8) 4 保健医療福祉制度論(9) 4

8 木 在宅看護学Ⅰ(4) 4

9 金 成人看護学Ⅱ(7) 4 基礎看護学演習Ⅱ(3) 4 基礎看護学演習Ⅱ(4) 4

⑪ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

11/12 月 病態学(42) 4 病態学(43) 4

13 火 栄養学(6) 4 栄養学(7) 4 小児看護学演習Ⅰ(11) 4 小児看護学演習Ⅰ(12) 4

14 水 薬理学Ⅰ(7)
臨 床 講

堂 薬理学Ⅰ(8)
臨 床 講

堂
保健医療福祉制度論(10) 4 保健医療福祉制度論(11) 4

15 木 在宅看護学Ⅰ(5) 4 精神看護学(3) 4 精神看護学(4) 4

16 金 成人看護学Ⅱ(8) 4 基礎看護学演習Ⅱ(5) 4 基礎看護学演習Ⅱ(6) 4 基礎看護学演習Ⅱ(7) 4

⑫ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

11/19 月 病態学(44) 4 病態学(45) 4

20 火

21 水 保健医療福祉制度論(12) 4 保健医療福祉制度論(13) 4

22 木 在宅看護学Ⅰ(6) 4 精神看護学(5) 4 精神看護学(6) 4

23 金

⑬ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

11/26 月 病態学(46) 4 病態学(47) 4 病態学(48) 4

27 火 栄養学(8) 4 成人看護学Ⅱ(9) 4 小児看護学演習Ⅰ(13) 4 小児看護学演習Ⅰ(14) 4

勤労感謝の日

28 水 薬理学Ⅱ(1)
臨 床 講

堂 薬理学Ⅱ(2)
臨 床 講

堂
保健医療福祉制度論(14) 4 保健医療福祉制度論(15) 4

29 木 在宅看護学Ⅰ(7) 4 在宅看護学Ⅰ(8) 4 精神看護学(7) 4 精神看護学(8) 4

30 金 成人看護学Ⅱ(10) 4 基礎看護学演習Ⅱ(8) 4 基礎看護学演習Ⅱ(9) 4 基礎看護学演習Ⅱ(10) 4

⑭ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

12/3 月 病態学(49) 4 病態学(50) 4 病態学(51) 4

4 火 成人看護学Ⅱ(11) 4 小児看護学演習Ⅰ(15) 4 小児看護学演習Ⅰ(16) 4

5 水 薬理学Ⅱ(3)
臨 床 講

堂 薬理学Ⅱ(4)
臨 床 講

堂

6 木 精神看護学(9) 4 精神看護学(10) 4

7 金 基礎看護学Ⅲ(8) 4 基礎看護学Ⅲ(9) 4

⑮ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

12/10 月

11 火 成人看護学Ⅱ(12) 4

12 水

13 木 精神看護学(11) 4 精神看護学(12) 4

14 金 基礎看護学Ⅲ(10) 4 基礎看護学Ⅲ(11) 4

⑯ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

12/17 月

18 火 成人看護学Ⅱ(13) 4

19 水

20 木 精神看護学(13) 4 精神看護学(14) 4

21 金 医療情報学(1) 情報検索室 医療情報学(2) 情報検索室

冬季休業　12/25(火)～
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第２学年）

① 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

1/7 月

8 火

9 水 薬理学Ⅱ(5)
臨 床 講

堂 薬理学Ⅱ(6)
臨 床 講

堂

10 木 精神看護学(15) 4 精神看護学(16) 4

11 金 成人看護学Ⅱ(14) 4 医療情報学(3) 情報検索室 医療情報学(4) 情報検索室

② 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

1/14 月

15 火

16 水 薬理学Ⅱ(7)
臨 床 講

堂 薬理学Ⅱ(8)
臨 床 講

堂

17 木 基礎看護学演習Ⅱ(11) 4 基礎看護学演習Ⅱ(12) 4 基礎看護学演習Ⅱ(13) 4

18 金 成人看護学Ⅱ(15) 4 医療情報学(5) 情報検索室 医療情報学(6) 情報検索室

③ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

1/21 月

22 火

23 水

24 木 基礎看護学演習Ⅱ(14) 4 基礎看護学演習Ⅱ(15) 4

25 金 医療情報学(7) 情報検索室 医療情報学(8) 情報検索室

成人の日

① 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

1/28 月

29 火

30 水

31 木

2/1 金

② 8：50～10：20 10：30～12：00 13：00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50

2/4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

③ 8：50～10：20 10：30～12：00 13：00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50

2/11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

後期定期試験

補講・再試

後期定期試験

後期定期試験

後期定期試験

後期定期試験

春季休業　2/18（月）～

建国記念の日

補講・再試

補講・再試

補講・再試

後期定期試験

後期定期試験

後期定期試験

後期定期試験

後期定期試験
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解  剖  学 (Ⅱ) 

Anatomy (Ⅱ) 
 

星   治 

 

１ 科目の概要 

解剖学は正常なからだの形態と構造を細胞から器官レベルまで研究する学問で, 

医学の最も基礎的な領域である。 

 

２ 教育方針・教育目標 

からだを構成している細胞から器官にいたる各単位について, 基本的な構造を理解する

ことを目標とする。さらに,看護学を学ぶためにあたって必要な内容を講義するだけでなく,

実物観察により理解を深めることも重視する。 

 

３ 教育内容 

人体を各系統に分け, それらを構成する各器官の形態と構造について講義し, 基礎的な

人体解剖学の概念を修得できるように努める。 

 

回数 項  目 内  容 担当者 

1 内分泌系 下垂体，甲状腺，上皮小体，副腎，膵臓，卵巣，精巣 星 治 

2 生殖器系（男性） 精巣と精巣上体, 精管, 精嚢と前立腺，陰茎，精子 〃 

3 生殖器系（女性） 卵巣，卵管，子宮，腟，胎盤, 膣と外陰部 〃 

4 泌尿器系 腎臓，尿管，膀胱，尿道 〃 

5 神経系(中枢神経系) 
神経系の構成, 脊髄，延髄と橋, 小脳, 大脳, 間脳  

脳室と脳脊髄膜 
〃 

6 神経系(末梢神経系) 脳神経, 脊髄神経, 自律神経, 伝導路 〃 

7 感覚器系 眼球とその付属器，平衡聴覚器，嗅覚器，味覚器, 皮膚 〃 

 8 発生学 ヒトの発生, 受精から出生までのあらまし 〃 

 

〔単位〕必修 1 単位 

〔場所〕臨床講堂（医学部附属病院Ａ棟 地下１階） 

 

４ 教科書・参考書 

教科書 藤田恒夫：入門人体解剖学 南江堂 

参考書 藤田恒夫 藤田尚男：標準組織学 総論・各論 医学書院 

牛木辰男：入門組織学 南江堂 

解剖学用語：日本解剖学会 丸善 

佐藤達夫訳：人体解剖学カラーアトラス 南江堂 

 

５ 他科目との関連 

人体の様々な病態を理解するためには, からだの構造の基本的な知識が必要である。  

このため, 解剖学は他の多くの科目と関連している。特に, 生理学, 病理学, 病態学とは

密接な関連がある。 

 

６ 受講上の注意 

時間数が限られているので, 予習, 復習することが必要である。 

 

７ 成績評価方法 

筆記試験を行う。 
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生  理  学 

Physiology 

星   治  

１ 科目の概要 

生理学は, 人体の各構成要素の機能がどのようなメカニズムで発現し, 全体として統

合されているかを, 追求する学問である。 

 

２ 教育方針・教育目標 

人体の各構成要素の機能の基本的事項を, 解剖学の知識を基盤に理解することを目標

とする。正常な人体の機能を正しく理解することは, 疾病による人体の機能の変化を理

解する上でも, 看護学を修得する上でも重要なことである。 

 

３ 教育内容 

生体の機能は基本的機能と高次機能に大別される。基本的機能は動物と植物の両者に共通に認めら

れる機能で，呼吸，血液循環，消化と吸収，代謝，排泄，内分泌等の生体の維持に関する機能がこ

れに属する。一方，高次機能は動物において発達，特殊化した機能を意味し，運動，神経，感覚等

がこれに属する。これらの生体の機能について順次，要点を講義する。 
 

【生理学】 
回数 項  目 内  容 担当者 

1 総論 生理学の概念, 意義  星 治 

2,3 体液と血液と生体防御 体液, 血液とその成分, 血液型, リンパ液, 組織液，生体防御 〃 

4,5 循環の生理 心臓の機能, 循環の調節のしくみ, 循環器系の検査（心電図） 〃 

6,7 呼吸の生理 
呼吸器の機能，呼吸の調節, 呼吸器系の検査（呼吸機能, 血液ガ

ス） 
〃 

8,9 消化と吸収 
消化液とその作用, 栄養吸収と水分吸収, 腸管運動, 肝臓のはた

らき 
〃 

10,11 栄養と代謝 糖質代謝，脂質代謝，蛋白質代謝，エネルギー代謝，基礎代謝 〃 

12,13 尿の生成と排泄 腎臓の機能と尿の生成 〃 

14 体温調節 体温，熱の産生，放熱，発汗のしくみ 〃 

15 内分泌系の機能 内分泌器官, 各種ホルモンの作用 〃 

16,17 生殖機能 
男性生殖機能（精子形成）, 女性生殖機能（排卵, 受精，着

床）, 妊娠と分娩 
〃 

18 神経，シナプスと筋 
神経生理の基礎，活動電位, 神経線維の種類, 興奮の伝達, シナ

プス 
〃 

19,20 神経系の機能 
大脳, 間脳, 脳幹（延髄, 橋, 中脳）, 小脳, 脊髄, 体性神経系, 

自律神経, 神経系の検査（脳波） 
〃 

21,22 感覚の生理 感覚の一般的性質, 視覚, 聴覚, 平衡感覚, 味覚 〃 

23,24 筋肉の機能 筋の分類とその機能, 骨格筋収縮のしくみ 〃 

〔単位〕必修３単位 

〔場所〕臨床講堂（医学部附属病院Ａ棟 地下１階） 
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４ 教科書・参考書 

教科書 木邑富久子，根木英雄：シンプル生理学，南江堂 

参考書 本郷利憲，廣重 力，豊田順一，熊田 衛編集：標準生理学，医学書院 

 

 

５ 他科目との関連 

人体の構造を理解した上で，それらのさまざまな機能を理解するのが生理学である。生理学と解剖

学とは表裏一体をなすとともに，他の科目，特に薬理学，生化学，栄養学，病態学等とは密接な関

係がある。 
 

６ 受講上の注意 

時間数が限られているため，講義に関連した領域について，予習，復習することが必要である。 

 

７ 成績評価方法 

講義：前期の試験期間に筆記試験を行う。 
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生 化 学 

Biochemistry 
 

赤澤 智宏 

 

１ 科目の概要 

生化学は生体の機能と構造を分子レベルで理解することを目標としている。すなわち，生体を構

成している物質（生分子）がどのような化学構造や性質を持ち，どのような相互作用を通して生理

機能を果たしているか，またそれらがどのようにして合成され，分解されていくのかを理解するこ

とです。また、生化学では食物からどのようにして生体に必要なエネルギーや生体構成成分の原料

を取り出すかも学びます。 

 

２ 教育方針・教育目標 

生化学の近年の進歩は目覚しく，生体の各種の現象が生分子の分子構造やその変化の過程として

かなり具体的に把握できるようになってきている。講義はこのような最新の知識を基に進めるます

が，生命現象の本質的な部分については体系的に学べるようにしています。その上で，医療におい

て特に必要な生化学的知識を身につけることを目指す。またこのような勉強を通して生命への畏敬

の念を育んでほしい。 

 

３ 教育内容 

糖質，脂質，アミノ酸、タンパク質，核酸などの主要な生分子の基本性質と代謝における意義に

ついて学ぶ。とくに，ATP を中心とする生体でのエネルギー変換過程の理解が重要である。また，核

酸の塩基配列に組み込まれた情報にしたがって、特定の場所に特定の量の特定の配列をもつタンパ

ク質が作られ，それが働くことによって細胞の機能が発揮され、われわれの身体が維持されること

を学ぶ。また主要な疾患の病態生化学を理解する。 

 

［検査技術学専攻と合同講義］ 

回数 項  目 内  容 担当者 

1 序論 細胞の基本構造、細胞内小器官、細胞骨格、生分子、水、 赤澤 智宏 

2 アミノ酸とタンパク質 アミノ酸、立体異性体、ペプチド結合、タンパク質、生体高分子 〃 

3 酵素 触媒、酵素、酵素反応速度論、補酵素、ビタミン、活性調節 〃 

4 糖質の化学 単糖類、二糖類、オリゴ等類、多等類、不斉炭素、異性体 〃 

5 脂質の化学 
脂質の定義・分類、脂肪酸、中性脂肪、複合脂質、ステロイド、

プロスタグランジン、 
〃 

6 核酸の化学 ヌクレオチド、ヌクレオシド、DNA、RNA、クロマチン、遺伝情報 〃 

7 代謝学入門 代謝学総論、ホメオスターシス、代謝調節、代謝異常 〃 

8 糖質代謝 
解糖系、ペントースリン酸回路、グリコーゲン代謝、糖質代謝異

常症 
〃 

9 脂質代謝 
脂肪酸のβ酸化と生合成、コレステロール代謝、ケトン体、リポ

タンパク質代謝、脂質代謝異常、 
〃 

10 生体酸化 トリカルボン酸回路、呼吸鎖、ATP合成、 〃 

11 アミノ酸代謝 
アミノ酸の異化、尿素回路、糖新生、生体アミン、必須アミノ

酸、臓器相関 
〃 

12 代謝の統合・栄養学 代謝経路の切り換え、代謝間の繋がり、コリの回路、飢餓、肥満 〃 

13 
タンパク質合成のしく

み 
複製，転写とプロセシング，翻訳、翻訳御修飾 〃 

14 遺伝の生化学 遺伝子と染色体，遺伝子の構造と機能，遺伝と疾患 〃 

15 病気の生化学 代謝異常症、肝疾患、腎疾患 〃 

〔場所〕保健衛生学講義室１（３号館18階） 

 

〔単位〕必修2単位 
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４ 教科書・参考書 

 イラストレッテッド ハーパー生化学（上代淑人 監訳：丸善） 

  ストライヤー生化学（入村・岡山・清水 訳：東京化学同人） 

 ヴォート 生化学 上下（田宮信雄ほか 訳：東京化学同人） 

臨床検査学講座 生化学（阿南功一ほか：医歯薬出版） 

レーニンジャーの新生化学 上下（山科郁男 監訳：広川書店） 

細胞の分子生物学 第4版（中村・松原 監訳：ニュートンプレス） 

 

 

 

 

５ 他科目との関連 

生化学の対象は広く，ほとんど全部の科目と関連しているが，特に関連の深い科目として，栄養

学、生理学，薬理学がある。 

 

６ 受講上の注意 

時間数が限られているので，講義で触れられなかった領域は教科書を利用して必ず学習をすること。 

 

７ 成績評価方法 

試験期間に筆記試験を行い評価する。 



─ 32 ─

薬  理  学Ⅰ・Ⅱ 

PharmacologyⅠ・Ⅱ 
安 原 眞 人 

 (看護学専攻主任) 

１ 科目の概要 

薬理学は、薬物の吸収・分布・代謝・排泄といった薬物動態と薬物が生体に及ぼす作用を，個体

レベルから、臓器・組織レベル，細胞レベル，さらには分子レベルで研究する学問である。医療に

おいて、薬物治療は重要な位置を占めており，薬物に関する正しい知識を身につけることは適正な

薬物療法を行うために必要不可欠である。 

 

２ 教育方針・教育目標 

薬理学の学習はたくさんの薬物名の暗記に終始しがちである。最近の薬理学の進歩は速く，次々

に新薬が作られており，覚えるべき薬物の数も増加する一方である。しかし，より良い薬物療法を

目指すには，まず，薬物療法の基礎となる原理を正確に理解する必要がある。 

 

３ 教育内容 

以下の項目について講義を行う。 
回数 項  目 内  容 担当者 

1 

 

2 

【薬理学Ⅰ】総論 

 

薬物動態（１） 

薬理学の構成，薬物とは何か，薬物と法律，薬理作用と作用機

序，薬物の反応に影響を与える因子 

薬物の投与経路，吸収，分布 

安原眞人 

3 

4 

薬物動態（２） 

自律神経（１） 

薬物の代謝，排泄，薬物相互作用 

コリン作動薬，コリン作動性効果遮断薬 
〃 

5 

 

6 

自律神経（２） 

 

中枢神経（１） 

アドレナリン作動薬，アドレナリン作動性効果遮断薬，筋弛緩

薬，局所麻酔薬 

全身麻酔薬，鎮静睡眠薬，麻薬性鎮痛薬 

〃 

7 

8 

中枢神経（２） 

中枢神経（３），薬物依存 

抗てんかん薬，抗パーキンソン病薬 

抗精神病薬， 抗うつ薬，薬物依存 
  〃 

9 

10 

【薬理学Ⅱ】ホルモン 

抗炎症薬、免疫抑制薬 

脳下垂体、甲状腺、インスリン、カルシウム代謝 

ステロイド、抗炎症薬、免疫抑制薬 
〃 

11 

12 

 

心・血管系 

腎臓，呼吸器系、消化器系 

 

強心薬，抗狭心症薬，抗不整脈薬，降圧薬， 

利尿薬，鎮咳薬，喘息治療薬、潰瘍治療薬，下剤，貧血治療

薬，止血薬，抗凝固薬 

〃 

13 

14 

抗感染症薬 

抗悪性腫瘍薬 

抗菌薬，抗ウイルス薬 

抗悪性腫瘍薬 
〃 

15 

16 

薬物の安全性 

薬害 

ヘルシンキ宣言、治験、GCP 

薬害被害者による講演(教育委員会主催) 
〃 

〔単位〕必修２単位 

〔場所〕臨床講堂（医学部附属病院Ａ棟 地下１階） 

 

４ 教科書・参考書 

教科書として 

植松ほか（編）：シンプル薬理学（南江堂） 

を使用して講義を進める。他の参考書としては以下のものがある。 

田中千賀子・加藤隆一（編）：NEW薬理学（南江堂） 

今井ほか（編）：標準薬理学（医学書院） 

５ 他科目との関連 

薬理学は基礎医学と臨床医学の中間に位置する。すなわち，薬理学は主に生化学および生理学的手

法を用いて研究がなされることから，薬理学を理解するには生化学，生理学，細菌学などの基礎知

識が必要である。一方で，薬理学で得た知識は，内科学をはじめとする臨床での薬物療法の基礎と

なる。 

６ 受講上の注意 

時間数は限られているので，講義で触れられなかった領域のことなどを各自自習する必要がある。 

７ 成績評価方法 

筆記試験を行い，評価する。 
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病  理  学 

Pathology 
 

沢 辺 元 司 

 

１ 科目の概要 

病理学は疾病の本態を解明する学問であり，基礎と臨床との両者にまたがった医学・医療の基本

となる分野である。従って,病理学的知識・思考は専門課程２学年から４学年に至る間，何らかの形

で常に教授される。 

 

２ 教育方針・教育目標 

病理学では，疾病病変の共通の変化を論じ，病態の本質，その成因を系統的に把握，理解する。

病理学の学習を通して疾病の本態を理解し，医学・医療の基本的知識・思考が習得されることを目

標とする。 

 

３ 教育内容 

回数 項  目 内  容 担当者 

1 細胞・組織の病的変化 病的変化の基本（適応、壊死、変性、代謝の異常） 沢辺 元司 

2 進行性病変 肉芽組織と器質化、再生・化生・肥大・過形成 〃 

3 循環障害 全身性および局所性の循環障害 〃 

4 炎症 炎症とは何か，炎症の経過・転帰・分類 〃 

5 免疫・感染症 免疫の機構・免疫不全および感染症 江石 義信 

6 腫瘍 腫瘍の定義・形態・進展様式・分類 沢辺 元司 

7 病理学の概観 病理学の歴史、考え方、現状 〃 

8 総括 病理総論から疾患を説明する 〃 

〔単位〕必修１単位 

〔場所〕臨床講堂（医学部附属病院Ａ棟 地下１階） 

 

４ 教科書・参考書 

大西俊造，梶原博毅，神山隆一編：スタンダード病理学，文光堂 

臨床検査学講座：病理学／病理検査学，医歯薬出版 

中村恭一，坂本穆彦：系統看護講座 専門基礎４ 病理学，医学書院 

横山武：図解病理学，文光堂 

細田泰弘他：イラスト病理学，文光堂 

西山保一：マクロ病理アトラス，文光堂 

飯島宗一他：組織病理アトラス，文光堂 

北川知行他：癌の病理組織アトラス，南江堂 

飯島宗一他：現代病理学体系，中山書店 

Robbins,S.L.他：Basic Pathology,W.B.Saunders 

 

５ 他科目との関連 

病理学は医学・医療の基本をなす分野であり, 基礎(特に解剖・組織学,生理学, 生化学)ならびに

臨床科目とは密接に関連している。 

 

６ 受講上の注意 

自ら進んで学習し，医学・医療の基本である病理学を習得して欲しい。 

 

７ 成績評価方法 

筆記試験によって評価する。 
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微 生 物 学 

Medical Microbiology 
 

未   定  

 

１ 科目の概要 

感染症の原因である微生物および微生物とその宿主（特に人間）との相互関係に関する学問であ

る医学微生物学について学ぶ。また人間をとりまく環境中の微生物についても学習する。 

 

２ 教育方針・教育目標 

微生物の示す生命現象および感染症を中心とした医学微生物の基礎的な事項について学ぶ。 

 

３ 教育内容 

医学微生物学全般（細菌学，ウイルス学，真菌学，免疫学）にわたる基礎的な事項について講義

を行う。感染症に関してもその概略を述べる。 

 
回数 項  目 内  容 担当者 

1 
微生物とは？ 

微生物の分類・命名 

微生物学の概念と歴史，微生物細胞の形態と構造 

微生物の分類法，主な微生物の分類学的位置 
未定 

2 
代謝・培養・増殖 

滅菌と消毒 

微生物（特に細菌）の代謝，および培養法，滅菌・消毒の原理

とその応用 
〃 

3 微生物遺伝学 微生物の遺伝，環境と微生物 〃 

4 感染と免疫 免疫・宿主の感染に対する抵抗性，微生物の病原因子 〃 

5 感染症の予防と治療 感染症の予防とコントロール，化学療法（抗生物質療法）  〃 

6 主な病原微生物と感染症 主な細菌・真菌・ウイルスとその感染症（1） 〃 

7 主な病原微生物と感染症 主な細菌・真菌・ウイルスとその感染症（2） 〃 

8 主な病原微生物と感染症 主な細菌・真菌・ウイルスとその感染症（3） 〃 

〔単位〕必修１単位 

〔場所〕未定 

 

４ 教科書・参考書 

教科書は特に指定しない。参考書に関しては最初の講義の時間に紹介する。 

 

５ 他科目との関連 

生化学，病理学，公衆衛生学，臨床医学（感染症学）などの科目と密接な関係を持っている。 

 

６ 受講上の注意 

微生物学の範囲は広く，講義時間数は限られているので，講義内容の復習，講義で詳しくふれなか

った事項も個人学習すること。 

 

７ 成績評価方法 

試験は微生物学の講義で学習した範囲に関して行う。 
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栄  養  学 

Nutritional Science 
 

佐 藤 千 史 

 

１ 科目の概要 

栄養学の基礎および臨床応用について講義する。 

 

２ 教育方針・教育目標 

人間は外部からエネルギーを取り入れ，体内で利用して活動している。この過程を解明する学問分

野が栄養学である。個々の代謝は生化学，消化吸収は生理学の対象でもあるが，ここでは栄養素がど

のようにして体内に入り利用されているのかという観点から学習する。健康人における栄養のあり方

を学ぶことは疾病予防の上で重要であり，また一方で病気における栄養のあり方（病態栄養学とい

う）を学ぶことも重要である。栄養学の目的はこれらを総合的に理解することである。 

 

３ 教育内容 

中心的になるものは消化・吸収，食品と栄養価，栄養過剰・欠乏の問題などである。また糖尿病の

栄養管理は栄養学の知識を十分に応用している代表的なものである。実際の治療については病態学で

学ぶので，ここでは基本的な考え方を提示する。 
回数 日 時 項  目 内  容 担当者 

1 
10/2(火) 

2 
エネルギー代謝 基礎代謝，生活活動代謝について 佐藤(千) 

2 
10/16(火) 

1 
栄養素 ３大栄養素、ビタミン・ミネラルの意義 〃 

3 
10/23(火) 

1 
栄養所要量 栄養摂取基準、栄養状態の判定 〃 

4 
10/30(火) 

1 
消化吸収 栄養素の消化と吸収のメカニズム 〃 

5 
11/6(火) 

1 
食品学，病態栄養 

食品の特性と加工調理、機能性食品 

栄養素の欠乏，過剰による疾患 
〃 

6 
11/13(火) 

1 
栄養計算(1) 1日の栄養摂取量の計算      〃 

7 
11/13(火) 

 2 
栄養計算(2) 1日の栄養摂取量の分析 〃 

8 
11/27(火) 

1 
治療食作成 課題制限食の献立作成と実地演習 〃 

〔単位〕必修１単位 

〔場所〕保健衛生学講義室４（３号館７階） 

 

４ 教科書・参考書 

「五訂食品成分表」（女子栄養大学出版部），「食品 80 キロカロリーガイドブック」（女子栄養

大学出版部），「糖尿病患者のための食品交換表」（日本糖尿病学会編：文光堂）は必携。いずれも

将来にわたって活用できるので用意しておくこと。 

 

５ 他科目との関連 

生理学，生化学の知識を応用するものであり，それらの知識を整理しておく必要がある。また疾患

とも密接に関連しており，病態学と関連づけながら学ぶ必要がある。 

 

６ 受講上の注意 

特になし。 

 

７ 成績評価方法 

試験と演習のレポートで評価する予定。 
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病  態  学 

Clinical Medicine 
 

佐藤 千史 
 

１ 科目の概要 

看護学では様々な健康障害をもつ人々に対する看護支援の方法を習得する。それを実現するためには、そのよう

な健康障害をもたらす病態・疾病についての基礎知識を有することが必須である。病態学では，主として成人期にお

ける臓器・器官別の様々な病態について、その発症機序と症候・診断・治療の概要を学ぶ。成人期に照準を合わせた

この病態学の基礎知識は，異なる発達段階にある人々の病態を学ぶ上でも基本となるものである。 

 

２ 教育方針・教育目標 

講義は内科学的，外科学的立場から，保健衛生学科教官の他，内科系，外科系関連教員により行われる。それら

の講義を通じて医学分化の趨勢に触れるとともに，器官系統別に主要な病態について内科学的，外科学的視点を統

合して発症機序と症候に対する理解を深め，患者の身体を統合的に把握する上での看護の役割の重要性を理解す

る。 

講義時間が少ないので自学実習により理解を確実にする態度を身に付けることが重要である。その経験を通して，

他の発達段階にある場合の病態を理解する基盤とするとともに，臨地実習において講義を受けていない疾患の患者

を受け持つ場合にも対応できるようにする。 

 

３ 教育内容 

(1) 内科的診断・治療の基本的考え方について理解する。 

(2) 内科的治療を要する主要疾患について，器官系統別の自然経過，病態，検査・診断および治療の概要を理

解する。  

(3) 外科的治療を要する疾患について，共通する病態および基本的処置・管理について理解する。 

(4) 外科的治療を要する疾患について，器官系統別の自然経過，病態，検査・診断，手術・治療，および術前・術

後管理の概要を理解する。 

 

前期 

 
回数 日時 項  目 講  義  内  容 予定担当者 

1 
4/9 (月) 

5 
病態学総論① ・病態学の考え方と看護における意義 5限：佐藤千史 

2 

3 

4/11 (水) 

4, 5 
外科総論①② 

・外科学の概要および相互の関係 

・損傷，創傷の治癒，熱傷，凍傷，炎症，外科的感染症，外科的特異性炎症 
4,5限：佐藤健次 

4 
4/16 (月) 

5 
内科総論① ・内科学の概要および内科的診断・治療の基本的考え方，  5限：佐藤千史 

5 
4/23 (月) 

5 
放射線① ・放射線による画像診断の意義と方法 5限：大橋 勇 

6 

7 

4/25 (水) 

4,5 

外科総論 

③④ 
・腫瘍総論・各論、診断・手術術式 4,5限：佐藤健次 

8 
5/7 (月) 

5 
腎臓内科① ・腎疾患の病態とその症候・機序，診断法と治療，透析療法 5限：野田裕美 

9 
5/14 (月) 

5 
腎臓内科② ・腎疾患の病態とその症候・機序，診断法と治療，透析療法 5限：大井克征 

10 
5/21 (月) 

5 
呼吸器内科① ・呼吸器疾患の病態とその症候・機序，診断法と治療 5限：三宅修司 

11 
5/28  (月) 

5 
呼吸器内科② ・呼吸器疾患の病態とその症候・機序，診断法と治療 5限：三宅修司 

12 

13 

5/30 (水) 

4,5 

外科系総論 

⑤⑥ 

・潰瘍総論・各論、診断、手術術式 

・手術補助療法、臓器移植、医療過誤 
4, 5限：佐藤健次 

14 
6/4 (月) 

 5 
消化器内科① ・消化器疾患の病態とその症候・機序，診断法と治療 5限：佐藤千史 

15 
6/6 (水) 

4 
血液内科① ・血液疾患の病態とその症候・機序，診断法と治療 4限：小山高敏 
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16 

17 

18 

6/11 (月) 

3, 4,  5 

膠原病内科① 

循環器内科① 

消化器内科② 

・膠原病の病態と症候・機序，診断法と治療 

・循環器疾患の病態とその症候・機序，診断法と治療 

・消化器疾患の病態とその症候・機序，診断法と治療 

3限：窪田哲朗 

4限：未定 

5限：佐藤千史 

19 
6/13 (水) 

4 
血液内科② ・血液疾患の病態とその症候・機序，診断法と治療 4限：小山高敏 

20 

21 

22 

6/18 (月) 

3,4,5 

膠原病内科② 

循環器内科② 

放射線② 

・膠原病の病態とその症候・機序，診断法と治療 

・循環器疾患の病態とその症候・機序，診断法と治療 

・放射線による治療の意義と方法 

3限：窪田哲朗 

4限：未定 

5限：林 敬二 

23 

24 

25 

6/25 (月) 

3,4,5 

内分泌・代謝 

①② 

麻酔① 

 

・内分泌疾患の病態とその症候・機序，診断法と治療 

・代謝疾患の病態とその症候・機序，診断法と治療 

・手術麻酔 

3限：三原正朋 

4限：吉本貴宣 

5限：田中直文 

26 

27 

28  

7/2 (月) 

3,4,5 

 

胸部外科①② 

 

・心臓疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 

・肺疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 

3限：予備日 

4限：水野友裕 

5限：藤原直之 

29 

30 

7/9  (月) 

3,4 
泌尿器科①② ・男性生殖器と尿路疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 

3限：松岡陽 

4限：石岡淳一郎 

 

後期 
    

31 

32 

33 

10/1 (月) 

3, 4, 5 

乳腺外科① 

上部消化管 

外科① 

上部消化管 

外科② 

・乳房疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 

・胃疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 

・食道疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 

3限：佐藤隆宣 

4限：本山一夫 

5限：川田研郎 

34 

35 

10/15 (月) 

3,4 

肝胆膵外科① 

下部消化管 

外科① 

・肝・胆・膵疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 

・下部消化管疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 

3限：工藤 篤 

4限：小林宏寿 

36 

37 

10/22 (月) 

3,4 
皮膚科①② ・皮膚疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 3,4限：高山かおる 

38 

39 

10/29 (月) 

3,4 
婦人科①② ・婦人科疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 3,4限：若林晶 

40 

41 

11/5 (月) 

3,4, 

耳鼻咽喉科 

①② 
・耳鼻咽喉科領域疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 3,4限：高橋正時 

42 

43 

11/12 (月) 

3,4 
神経内科①② 神経系疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法・ 3,4限：石川欽也 

44 

45 

11/19 (月) 

3,4 

血管外科① 

整形外科① 

・血管疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 

・脊椎疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 

3限：工藤敏文 

4限：新井嘉容 

46 

47 

48 

11/26 (月) 

3,4.,5 

眼科① 

整形外科② 

麻酔② 

 

・眼球疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 

・四肢骨・関節疾患、外傷の病態と症候、機序、診断法、手術療法 

・ペインクリニック 

3限：菅本良治 

4限：柳下和慶 

5限：舛田昭夫 

49 

50 

51 

12/3 (月) 

3,4.,5 

脳外科①② 

予備 
・中枢神経系疾患の病態とその症候・機序，診断法，手術療法 

3,4限：成相 直 

5限： 予備日 

 

（注）予定担当者は昨年度実績であり、講師の異動や救急業務に伴い講師名および講義日の変更が生じる場合がある。 

 

〔単位〕 必修５単位 

〔場所〕 前期：保健衛生学講義室1  (3号館18階)、保健衛生講義室４ （３号館７階） 

後期：保健衛生学講義室 ４ （3号館７階） 
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４ 教科書・参考書 

教科書 

・内科系：ナースの内科学，奈良信雄（編著），中外医学社 

・外科系：ナースの外科学，磯野可一（編著），中外医学社 

 

参考書 

・ 病気・病態・重症度からみた疾患別看護過程，井上・佐藤（編集），医学書院 

・ 系統看護学講座，別巻１，臨床外科看護学総論，医学書院 

・ 標準外科学，第８版，武藤輝一・田部達三編，医学書院 

 

５ 他科目との関連 

看護の対象となる人々の疾患や障害を理解するためには，解剖学，生理学，病理学の知識を基盤にして病態を理

解する必要がある。病態学では，単なる知識の集積にとどまらず，これら専門基礎科目で学習した事柄を関連づけて

考えることが重要である。 

 

６ 受講上の注意 

参考書の指定箇所について予習をして臨むこと。 

 

７ 成績評価方法 

学期末筆記試験により評価する。 

各講師より出題されるので，全ての総合知識が要求される（内科・外科各１００問以上出題）。 



─ 39 ─

英文講読I 

English for Nursing I 

  
侘 美  真 理  

（保健衛生学科教育委員長） 

 

１ 科目の概要 
      指定した教科書を用い、医療上の様々な問題を扱った文章を講読する。 
  
２ 教育方針・教育目標 

   医療に関する基本的な英語を学ぶ。まずは、医療全般についての話題を扱った英文に慣れること

が重要である。これまで身につけた英語の基礎能力と医療知識を活用しながら、さらに分野ごとに仔

細に提供される情報を読み取り、正確に全体の内容を理解できることが授業の目標である。一文ずつ

丁寧に読みながら英語の文法事項を確認することはもちろん、文章の構成にも着目し、読むコツを学

ぶ。また、医療に関する語彙も着実に増やしていきたい。 
 
３ 教育内容 
    教科書は、基本的な解剖学的知識から、医療従事者の役割、高齢者医療、最新の手術法や検査法な

ど、今日的な話題を様々に扱っている。その中から、学生の興味に合わせて読む章を選び、丁寧に読

んでいく。基本的に2週で1 Unit読み進めていく。文章を精読するほか、内容理解についての問題演

習や、単語・英語表現のエクササイズも行う。単語・英語表現については、各Unitが終わる度に小テ

ストを行い、できる限り覚えてもらう。また、補助教材（リスニングＣＤやビデオなど）を随時用い

て、学習した重要な単語や英語表現を利用した簡単なリスニングや会話の練習を行う予定である。 
 
 〔時間割〕 
    4/11(水)3時限 4/18(水)3時限 4/25(水)3時限 5/2 (水)3時限 5/9(水)3時限  5/16(水)3時限 
    5/23(水)3時限 5/30(水)3時限 6/6(水)3時限 6/13(水)3時限 6/20(水) 2時限・3時限   

6/27(水) 2時限・3時限 7/4 (水)3時限  
 
〔単位〕必修1単位 

 
〔場所〕保健衛生講義室4（３号館7階） 

 
４ 教科書・参考書 

Understanding Health Care （『医療の世界－基本情報と表現演習－』）、朝日出版社  
  
５ 他科目との関連 

  英語に触れる可能性のある他のすべての科目と関連があると言える。 
  

６ 受講上の注意 
英文講読の授業なので、毎回予習をしてくることが大前提である。辞書で単語を調べ、自分で理

解できる限り文章を読んでくることが大事である。授業にも辞書を持ってくること。 
  
７ 成績評価方法 
    出席点、平常点（小テストの点数および授業への参加度）、学期期末試験。以上を総合的に評価す

る。パーセンテージなどの詳細は授業で明らかにする。 
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Test of English as a Foreign Language/Institutional Testing 

Program (TOEFL/ITP) 
                                  

                                    保健衛生学科教育委員会 

 

１ 実施の目的 

 TOEFLテストは1964年に、英語を母国語としない人々の英語力を測るテストとして、米国の非営利教育 

団体により開発された。高い信頼性のもと、40 年以上にわたり客観的かつ正確な、世界で最も優れたア

カデミックな英語テストとして注目を集め、現在 TOEFL テストのスコアは英語運用能力テストのグローバ

ルスタンダードとなっている。本学科の学生も TOEFL を定期的に受験して、各自の実践的な英語力の増進

に役立て、将来は国際的に活躍してもらいたい。 

 

２ 実施内容 

１）セクション１（３５分）：リスニング 

２）セクション２（２５分）：英文と文章表現 

３）セクション３（５５分）：読解 

 

３ 実施対象 

   Ｎ２、ＭＴ２、Ｎ３、ＭＴ３全員 

 

４ 実施日 

   平成２４年７月２０日（金）１３：００～１５：５０ 

（欠席する場合は事前に教務課まで連絡のこと） 

 

５ 実施場所 

Ｎ ２：保健衛生学講義室４（７Ｆ）  

ＭＴ２：保健衛生学講義室５（７Ｆ） 

Ｎ ３：保健衛生学講義室２（８Ｆ） 

  ＭＴ３：保健衛生学講義室３（８Ｆ） 

 

６ 実施方法 

試験監督：教養部英語学担当教員 

     保健衛生学科医学英語担当教員 

受験：各試験監督の指示に従い受験する。（試験開始１０分前までに着席のこと。） 

    

７ 受験料 

受験料：入学時に徴収済み  

 

８ 成績評価 

医学英語担当教員がTOEFL/ITPの結果を考慮し、医学英語科目と合わせて評価する。 

 

Ｎ ２：英文講読Ⅰ（必修１単位） 

Ｎ ３：英文講読Ⅱ（必修１単位） 

ＭＴ２：医学英語演習（Ⅰ）（前・後期２単位のうち前期分１単位に考慮する。） 

ＭＴ３：医学英語演習（Ⅱ）（前・後期２単位のうち前期分１単位に考慮する。） 

 

９ TOEFL/ITPのスコアの活用 

各自が英語力を自己評価し、市販の教材やテレビ、ラジオなどを活用して、毎回得点を上昇させ 

る努力をして欲しい。医学部学生の海外研修派遣選考基準としても活用する。 
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専門基礎合同演習 

Practice of Medical Sciences 
                                

                                     星   治 

 

1 科目の概要 

本学科の特徴をいかすべく，平成 11 年度から発足した大綱化カリキュラムに必修科目として組み

入れられた新科目で，看護学専攻の専門基礎科目についての実習を統合し，専門基礎合同演習とし

て8回の実習を行う。 

 

2 教育方針・教育目標 

専門基礎科目の解剖学，生理学，生化学，薬理学，病理学，微生物学の各担当科目について演習

を行い，専門基礎科目を学んでいく上で基礎となる幅広い知識や技術を習得する。 

 

3 教育内容 

回数 日 時 項  目 内  容 担当者 

1 

2 

3 

4 

5/8(火) 

5/15(火) 
解剖学 解剖実習体見学 星  治 

長 雄一郎 

5 

6 
5/22(火) 解剖学 骨学 

星  治 

長 雄一郎 

7 

8 

9 

5/29(火) 生化学 核酸の化学（DNAの抽出と精製） 鈴木喜晴 

10 

11 

12 

6/5(火) 病理学 病理解剖体肉眼観察 
熊谷二朗 

吉田祥子 

13 

14 

15 

6/12(火) 生理学 心電図 未定 

16 

17 

18 

6/19(月) 微生物学 細菌の培養 未定 

19 

20 

21 

6/26(火) 微生物学 細菌の染色 未定 

〔単位〕必修１単位 

〔場所〕保健衛生学実習室（３号館７階） 

 

４ 教科書・参考書 

特に指定しない。各教員の教科書は参考書と考えられる。 

 

５ 他科目との関連 

基礎ならびに専門の看護学に関係する全ての科目に関連している。 

 

６ 受講上の注意 

全演習の出席を原則とする。演習に関しての詳細は各担当教員に確認すること。 

実習は白衣着用のこと。 

 

７ 成績評価方法 

各演習科目において，試験，提出レポート，標本スケッチ等により，担当教員が個々に成績評価

をおこなった後，生体検査科学専攻主任が総合的に判定をおこなう。 
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医療情報学 

Medical Informatics 
田 中   博  

 

（看護学専攻主任） 

 

１ 科目の概要研究遂行 

今日の医療の発展には，高度な情報科学の進歩が寄与しているといっても過言ではない。よって、

医療の現場においても，情報科学がもたらした成果を十分理解し，それを十分活用できるように心

がけておくべきである。よって、本学では教養部から一貫したシラバスに基づく情報教育を目指し

ている。 

本科目では，看護分野における医療情報の関わりを中心に，より基礎的な応用ソフトウェアの実

習から最先端の生命情報学までレクチャーし、また実習を行う。 

 

２ 教育方針・教育目標 

日々進歩の激しい情報化社会の中で，看護分野における医療情報を，早く正確に入手して理解し，

活用できる基礎能力を修得できる事を目標とする。またパソコンの応用ソフトの実習を通して，情

報化社会において基本的な情報リテラシーを修得する。 

 

３ 教育内容 
回数 日 時 項  目 内  容 担当者 

1 

2 

12/21(金) 

3,4 

医療情報学概論 

病院情報システム 

医療情報学の基礎を学ぶ。医療にどのように情報シス

テムが取り入れられていったか，病院情報システムの

世代論・構成論を述べる。 
田中 博 

情報リテラシー 

実習１ 

プレゼンテーションソフトの基礎的な操作実習を行

う。 

3 

4 

1/11(金) 

3,4 

生命情報学 
生命情報に関する講義と，それに関係するアプリケー

ションプログラムを使った実習を行う。 

田中 博 
情報リテラシー 

実習２ 

インターネットを利用した情報入手方法の実習を行

う。また、情報発信についても学ぶ。 

5 

6 

1/18(金) 

3,4 

遠隔医療 
遠隔医療の歴史と現状を紹介し，なぜこのような医療

が必要なのかを講義する。 

田中 博 
情報化社会の 

セキュリティ 

インターネットを中心とする現在の計算機環境におけ

るセキュリティ問題（コンピュータウィルス・盗聴

等）について説明し，情報化社会の中での医療におけ

る安全性への配慮・データ保護にも触れる。 

7 

8 

1/25(金) 

3,4 

医療文献の読み方と，

検索方法 

医療文献の意義や，読み方について学習する。また，

医療文献の検索方法について学ぶ。 
田中 博 

情報リテラシー 

実習３ 
医療文献を実際に検索する実習を行う。 

〔単位〕必修１単位 

〔場所〕情報検索室（M&Dタワー4階）ほか 

 

４ 教科書・参考書 

教科書 田中 博：電子カルテとIT医療 NMブック新医療叢書シリーズ （エム・イー振興協会） 

参考書 キャサリン・J・ハンナ他編集：看護情報学への招待 （中山書店） 

 

５ 他科目との関連 

情報科学（１年），保健統計学（４年）などと関連が深い。 
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６ 受講上の注意 

医療情報システムは最近急速に発展している。新聞・テレビなどマスメディア等で，先端的な事

例が報告されることもあるので，日頃からこれらに関心を持つことが望ましい。 

 

７ 成績評価方法 

出席点・発表の内容・試験等で総合的に評価するが，出席点の比重が大きい。 

 

８ その他 

医療情報学の土台である情報科学を理解するためには，コンピュータの基礎的な理解が必要であ

る。そのためには，実際にコンピュータに触ってみることが何よりも重要であろう。 

本学では，情報検索室（M&D タワー４階）や，歯学部視聴覚研修室（歯科校舎棟６階）を，どの学

部学生にも開放している。これらに設置されているパソコンを利用するなどして，日頃からスキル

アップを図ることが望まれる。 
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保健医療福祉制度論 

Health and Welfare System 
森田 久美子 

１ 科目の概要 

 保健医療福祉制度は、関連する制度も含めると「社会保障制度」になる。社会保障とは、5つの社会保

険(年金・医療・介護・雇用・労災)、福祉(児童・障害者・高齢者・女性などの社会的弱者対象)、生活保

護、公衆衛生、医療体制と、大変幅広い分野からなる多種多様で複雑難解な制度である。しかし知識がな

いと申請できないという根本的な問題を抱えるため、社会保障教育が重要となる。 

日本は世界一の超少子高齢社会になり、家族・地域の支えあい機能も低下して、個人の努力範囲を超

える人生のリスクは高まっている。さらに世界大不況の影響で生活は不安定になり、雇用保険、生活保護

などの受給者も増加している。老後や失業に備えて貧困を予防する社会保険加入が重要となるが、非正規

社員の増加により社会保険のあり方も見直しを迫られている。 

家族に代わる社会支援の割合が増しているが、長寿化で支援を受ける人が増加し、少子化で税金・社

会保険料を負担して社会保障を支える現役世代は減少するという、財源的に厳しい時代に入った。このよ

うな受給バランスが崩れた社会において、社会保障制度を安定維持するには、あらゆる年齢の国民が健康

寿命を意識し、生涯安定した収入を得ながら自立した生活ができる社会支援が必要になっている。 

社会保障制度は、国民の人生・生活を安定させることで社会を安定・発展させる、車の両輪の役割を

持っている。経済発展と社会保障教育で自立した国民を増やし、利用者のモラルを高めながら社会保障制

度をより効果的に実施する「良い循環」をもたらす施策が求められる。 

  

２ 教育方針・教育目標 

保健医療福祉に携わる専門職の対象は「人」であり、傷病・要介護・障害・失業・貧困など様々な複

合リスクとニーズを抱えている。それを的確に把握して、尊厳も大切にしながら信頼関係を築き、多様な

社会サービスにつなげることで、利用者主体の自立を支援する重要な職種である。またチーム医療の時代

に入り、他の医療職や福祉職・ボランティアとの連携も重要になっており、地域福祉も含めた社会保障制

度の知識とコミュニケーション能力が求められる。 

 ネットワークの中で、社会的弱者の実態把握、必要な自立支援を検討することにより総合的・効果的な

支援ができる医療職を目指す。また患者・要介護者あっての医療職であることを忘れず、知識・技術の研

鑽を積み続けると同時に「支援させていただく」という意識も大切にしたい。 

 

３ 教育内容 
回数 日 時 項  目 内  容 担当者 

1 
10/3(水) 

3 

総論 

健康と公衆衛生 

社会・家族の変化、人口動態・人口静態、超少子高齢化の

現状と社会保障の重要性・今後の課題、感染症対策、地球

環境の保護 他 

森田久美子

2 

3 

10/17(水) 

3,4 
公的年金制度 

障害年金・遺族年金・老齢年金、公的年金の課題、各種年

金基金 他 
内田厚子 

4 

5 

10/24(水) 

3,4 

公的医療保険制度 

医療体制の整備 

日本の医療保険の特徴、歴史、職業別の健康保険制度、保

険料と国庫負担、高額療養費制度、診療報酬、長寿医療制

度、傷病・出産手当金  

医療体制、過剰病床問題、医師・看護師の不足・偏在、 

医療事故、医薬品と副作用被害救済 他 

内田厚子 

6 

7 

10/31(水) 

1,2 

児童福祉制度 

障害者福祉制度 

児童福祉の歴史、少子化対策、保育所・学童保育の整備、

社会的養護の種類、児童虐待、1人親家庭の支援 

障害者の自立支援サービスの種類と利用者負担、共生社会

の実現、就労支援、各優遇制度 他 

内田厚子 

8 

9 

11/7(水) 

3,4 
公的介護保険制度 

公的介護保険が必要な背景、介護保険の目的・仕組・現

状、制度改正の変遷、介護認定、介護予防・介護給付の違

い、介護の専門職種、保険料の地域格差、利用者負担、低

所得者の負担軽減、高額介護サービス費、介護報酬 他 

森田久美子

10 

11 

11/14(水) 

3,4 

高齢者福祉制度 

生活保護制度・ 

低所得者対策 

介護保険以外の生活支援、入所施設の種類、 

自治体独自の制度、虐待の現状、低所得者の負担軽減、 

社会福祉協議会、民生委員、成年後見制度 他 

内田厚子 

12 

13 

11/21(水) 

3,4 
雇用保険・労災 

雇用状況、労働力・失業率の動向、雇用保険のしくみ 

業 業務災害補償制度、労災保険の対象者・保険料、労災の認

定基準 他 

内田厚子 
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14 

15 

11/28(水) 

3,4 

海外の社会保障制度 

まとめ 

先進諸国の年金・医療・雇用・労災・介護・子育て支援を

比較することで、日本の制度を見直す視点にする。国民

性・歴史・為替変動を考慮する。 

森田久美子 

内田厚子 

〔単位〕必修２単位 

〔場所〕保健衛生学講義室 4（３号館7階） 

     

 

４ 教科書・参考書 

 テキスト ①内田厚子著「最新データ・重要ポイント解説『日本の社会保障制度2012』」 

      ②東京都発行「2011社会福祉の手引」 

   ＊テキスト代を初日に徴収、金額は掲示します。    

 参考図書 ①内田厚子著「高校生・大学生・社会人の必須科目『社会保障』」(文芸社) 

      ②その他、国民衛生の動向、国民の福祉の動向、保険と年金の動向、厚生労働白書、 

厚生統計要覧、社会保障年鑑など 

 その他  厚生労働省・文部科学省・内閣府のホームページ、制度ごとの情報冊子・リーフレット 

 

５ 他科目との関連 

 地域看護学、地域精神看護学、老年看護学、保健統計学、看護管理学・看護経済論などの分野と

一部内容が重複するが、各制度の全体像を体系的に把握して整理しておくことが医療職として重要

である。 

 

６ 受講上の注意 

保健医療福祉制度は頻繁に改正されるため、常に最新情報を収集できるよう関心を持ち続け、幅広

い相談に乗れる医療専門職をめざす。就職後の自分の人生にも役立つ。 

 

７ 成績評価方法 

学期末筆答試験，出席点などにより評価する。 
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基礎看護学Ⅱ 

Fundamental Nursing Ⅱ 
 

齋 藤 や よ い 

 

１ 科目の概要 

看護学専門科目に共通する基本技術を学ぶ。 

 

２ 教育方針・教育目標 

 日常生活行動の援助を中心に、技術の科学的根拠となる基礎的知識と具体的な方法を理解する。 

 

３ 教育内容 
回数 項  目 内  容 担当者 

1 環境 入院患者の病床環境について学ぶ 大黒理惠 

2 休息 安楽な体位とリラクセーション 大黒理惠 

3 
4 
5 

看護と人間工学 

ボディメカニクスと看護活動 

身体の機能的・効率的な活用の仕方の基盤となる知識を人間

工学的に学習し，看護ケアの中で活用する能力を養う。 

斉藤真 

6 
7 身体の清潔 

入院患者における清潔の意義を理解し、身体各部の構造に基

づいた清潔ケアの方法を学ぶ。 
大黒理惠 

8 感染看護 

感染予防の実際 

Infection Control の実際を学び，事故を防止し，安全を確保

するための基礎能力を養う。 

看護部 

9 安全 
医療事故の現状と患者の権利と責務を理解し、安全や安楽を

確保するための基礎能力を養う。 
大黒理惠 

＊日時および内容は変更する場合がある。4 / 5（木）に配布する基礎看護学開講科目日程表を参照のこと。 
 
〔単位〕必修１単位 
〔場所〕保健衛生学講義室４（３号館７階），看護実習室１および２（３号館17階）ほか 

 
４ 教科書・参考書 

香春知永、齋藤やよい：基礎看護技術、南江堂、2009 
山口瑞穂子：看護技術講義・演習ノート上巻、医学芸術社、2006 
三上れつ、小松万喜子:演習･実習に役立つ基礎看護技術、ヌーヴェル・ヒロカワ、2008 

   松尾ミヨ子他：基礎看護学：ヘルスアセスメント、MCメディカ出版、2009 
   菱沼典子、小松浩子:看護実践の根拠を問う、南江堂､2007 

その他テーマに関連した参考図書を随時紹介 
 

５ 他科目との関連 

基礎看護学Ⅰ，基礎看護学演習Ⅰの他に，学習の基礎となる教養の自然科学系，社会学系の科目，

特に人間科学，社会学，心理学，哲学などを学習しておく。 

 

６ 受講上の注意 

看護学の基礎となる理論や概念を学ぶために，柔軟な思考力が必要となる。これまでの学習経験や

生活体験，社会体験を踏まえ，幅広い分野の書物に触れ，社会情勢にも関心を持つことが望ましい。 

 

７ 成績評価方法 

単元毎の課題レポート，学期末筆記試験，および出席状況により評価 
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基礎看護学Ⅲ 

Fundamental Nursing Ⅲ 
 

齋 藤 や よ い 

 

１ 科目の概要 

看護学専門科目に共通する問題解決の思考プロセスとして，看護過程を概念と展開の方法を学ぶ。 

 

２ 教育方針・教育目標 

１）看護過程の役割と意義を理解する。 

２）看護過程のステップを理解する。 

３）看護実践における看護過程の展開方法を理解する。 

４）ビデオ事例を通した看護過程展開の実際を理解する。 

 

３ 教育内容 

回数 日 時＊ 項  目 内  容 担当者 

1 5 / 11(金) 
3 看護過程の定義 

看護過程とはなにか，背景と特徴 

看護過程と問題解決方法（POS）との関係 
齋藤やよい 

2 5 / 11(金) 
4 看護過程の構成要素 看護過程の５つの構成要素とその課題 齋藤やよい 

3 5 / 25(金) 
3 看護過程の展開（１） 

看護の観察と分析 

看護診断と看護診断名 
齋藤やよい 

4 5 / 25(金) 
4 看護過程の展開（２） 

目標（成果）と計画立案 

調整，実施，記録（目的と種類） 

問題の達成評価 

齋藤やよい 

5 9 / 20(木) 
4 事例による展開（１） 受け持ち患者の看護過程（グループワーク） 

齋藤やよい，大

黒理恵，他 

6 9 / 20(木) 
5 事例による展開（２） 受け持ち患者の看護過程（グループワーク） 

齋藤やよい，大

黒理恵，他 

7 11 / 2(金) 
3 看護過程の展開（３） 看護診断 香春知永 

8 11 / 2(金) 
  4 看護過程の展開（４） 看護診断 香春知永 

9 11 / 2(金) 
  5 看護過程の展開（５） 看護診断 香春知永 

 

 

 ＊日時および内容は変更する場合がある。4 / 5（木）に配布する基礎看護学開講科目日程表を参照のこと。 
〔単位〕必修１単位 
〔場所〕保健衛生学講義室４（３号館７階）ほか 

      
４ 教科書・参考書 

参考資料を配付 
その他テーマに関連した参考図書を随時紹介 

 
５ 他科目との関連 

既習の専門知識と技術を看護実践の一連のプロセスの中に活かせるよう、これまで学習したすべて

の看護専門科目をよく理解しておくこと。 
 

６ 受講上の注意 
講義と事例による演習を並行して行う。5 回と 6 回では受け持ち患者の看護体験をもとに、個々の

看護過程を振り返る。あらゆる看護実践の基盤となる思考プロセスの学習であり，グループワーク

に積極的に参加することで，理解を深めること。 
 
７ 成績評価方法 

出席状況および基礎看護学実習Ⅱの受け持ち患者の実習記録用紙Ⅱ-1、2、3、4により評価する。 
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基礎看護学演習Ⅰ 

Seminar of Fundamental Nursing Ⅰ 
 

齋 藤 や よ い 

 

１ 科目の概要 

全ての人に共通する看護実践の基礎的知識と技術を学習する科目である。ここでは日常生活行動

の援助を中心に，看護技術を構成する知識，技能，態度の３要素を，演習を通して身につける。 

 

２ 教育方針・教育目標 

基礎看護学Ⅰ・Ⅱで学んだ，看護の概念や看護ケアの方法を，実際のケアに活かせるよう演習す

る。演習はグループ単位に行い，看護を必要とする人々の生活理解に基づき，ニーズをアセスメン

トし必要なケアを計画，実施する。また，援助の科学的根拠を追求する姿勢を養い，知識を活用し

て，考えながら行動するための基本的な技能と態度を身につける。 

 

３ 教育内容 
回数 項  目 内  容 担当者 

1 
2 

ベッドメーキング 

環境整備 

入院患者の病床環境の調整を行なうための方法と，ベッドメーキン

グの方法を学ぶ。 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

3 
4 
5 

身体の観察Ⅰ 

バイタルサインの観察 

生命の徴候を客観的に観察し，情報を収集する方法を学ぶ。 

呼吸・体温・血圧・脈拍測定の方法を学び，測定値の示す意味とそ

の変動条件について理解する。 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

6 
7 
8 

体位変換 

移送・移動 

リラクセーション 

活動と休息に関連する援助技術として基本的な安楽な体位の保持，

体位変換，移動（移送）の方法を学ぶ。また，休息（睡眠）を妨げ

る要因を知り，援助方法を学ぶ。 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

9 
10 
11 

寝衣交換 

シーツ交換 

適切な衣服選択と衣服着脱の援助方法，就床患者のシーツ交換の方

法を学ぶ。 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

12 
13 
14 
15 
16 
17 

全身清拭 

足浴 

手浴 

洗髪 

陰部洗浄 

おむつ交換 

身体各部位の構造・機能に基づいた清潔ケアの方法を学ぶ。 
齋藤やよい，

大黒理惠，他

18 
19 コミュニケーション 

コミュニケーションの理論と看護技術としてのコミュニケーション

方法を学ぶ。 
江龍伸子 

20 
21 
22 

身体の観察Ⅱ 

フィジカルアセスメント 

看護活動に必要な全身の系統的な観察方法とアセスメント方法を学

ぶ。 

城生弘美 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

23 
24 

手洗い，無菌操作 

ガウンテクニック 

手洗い，滅菌手袋の装着，ガウンテクニック，滅菌物の取り扱いの

方法を学ぶ。 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

25 
26 
27 

排泄 

尿器・便器の取り扱い 

導尿・浣腸  

健康および生命維持における排泄の意義を理解し，排泄に関する観

察方法と，ニーズに応じた援助方法を学ぶ。排泄障害に伴う導尿と

浣腸の方法を習得し、実施に伴う効果の評価方法や、副作用を理解

する。 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

28 
29 
30 

身体の観察Ⅲ 

クリティカルケア 

看護活動に必要な全身の系統的な観察方法とアセスメント方法を学

ぶ。 

千明政好 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

31 
32 
33 

食生活 

食事介助，口腔ケア 

食生活としての食事の意義と栄養補給，健康について理解し，食事

援助方法と口腔の清潔を保持する方法を学ぶ。 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

34 
35 罨法 罨法の効用を理解し，効果的な罨法の方法を習得する。 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

 技術試験 習得した技術の到達レベルを評価する。 
齋藤やよい，

大黒理惠，他

＊日時および内容は変更する場合がある。4 / 5（木）に配布する基礎看護学開講科目日程表を参照のこと。 
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〔単位〕必修２単位 

〔場所〕保健衛生学講義室４（３号館７階），看護実習室１および２（３号館17階）ほか 

 

４ 教科書・参考書 

香春知永、齋藤やよい：基礎看護技術、南江堂、2009 
山口瑞穂子：看護技術講義・演習ノート上巻、医学芸術社、2006 
三上れつ、小松万喜子:演習･実習に役立つ基礎看護技術、ヌーヴェル・ヒロカワ、2008 

   その他，基礎看護学―学内演習の手引き―，テーマに関連した資料を配付 
   テーマに関連した参考図書は随時紹介 

    

５ 他科目との関連 

既習の基礎看護学Ⅰ・Ⅱ，解剖学，生理学，薬理学，微生物学，生化学，栄養学などの科目との

関連性が高い。また，これから開講されるすべての看護専門科目で学ぶ看護技術の基礎となる。 

 

６ 受講上の注意 

１）演習には指定されたユニフォームを着用し，身だしなみを調えてから参加する。 

２）未熟な技術は医療事故の大きな原因となる。看護技術は１回の演習で習得できるものではなく、

繰り返しの学習や実践での応用によって身につくものである。したがって，１つ１つの技術の熟

達度を高めるよう自助努力が必要である。視聴覚教材の活用や，実習室での自己・グループ学習

に，積極的に参加すること。申し出があれば，必要に応じて実習室での自習も許可する。 

３）すべての演習は，目的に応じた物品の準備と環境の調整から，実施，後かたづけ，評価の一連の

プロセスで構成する。実習室内の環境を整備し、使用後の物品を放置することのないよう、常に

現状復帰を心がける。 

４）出席を重視する。欠席などで未履修の単元は，友人の協力を得て自主的に学習すること。   

必要があれば，申し出により補習指導を受けることもできる。 

 

７ 成績評価方法 

演習の事前・事後レポート，実技試験，筆記試験，出席状況と演習参加の姿勢により総合的に 

評価する。 
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基礎看護学演習Ⅱ 

Seminar of Fundamental Nursing Ⅱ 
 

齋 藤 や よ い 

 

１ 科目の概要 

健康障害をもった人々に対して行われる診療に伴う看護の方法を理解する。 

 

２ 教育方針・教育目標 

薬物療法に伴う看護，検査に伴う看護を中心に診療に伴う看護の方法を身につける。演習はグル

ープ単位に行う。対象の症状や病態，心理的反応の理解に基づいたニーズのアセスメントを行い、

必要な看護ケアをシミュレーターで実施する。 

 

３ 教育内容 
回数 項  目 内  容 担当者 

1 
2 
3 
4 

検査と看護 

採血 

検査の種類，検査における看護婦の役割を知り，適切な援助方法を学ぶ。

検査の実際として血液検査を取り上げ，血液検体の採取技術を学ぶ。 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

5 
6 
7 
8 

薬物療法と看護 

経口与薬，注射法 

（点滴の準備，筋肉内注

射，静脈内注射） 

薬物を取り扱う際の法的責任について知る。また，薬物の正しい管理や取

り扱い，正しい与薬を実施するための知識を学ぶ。そして，各種与薬方法

の特徴を理解し，適切な援助方法を学ぶ。 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

9 
10 人間の尊厳 

看護倫理：看護における人間理解 

生命倫理：生命の本質と看護との関わり 
丹木博一 

11 
12 看護とセクシュアリティ 

セクシュアリティに関する理解を深め，看護実践の中で，対象と看護者の

セクシュアリティを尊重した看護を考える。 
大谷眞千子 

13 グリーフケア 死を迎える対象および周囲の人々への理解を深める。 大黒理惠 

14 グループワーク 患者および療養環境における安全について，グループワークを行う。 
齋藤やよい，

大黒理惠，他

15 
16 グループワーク 1年を通じて学習してきた看護技術について，グループワークを行う。 

齋藤やよい，

大黒理惠，他

 ＊日時および内容は変更する場合がある。4 / 5（木）に配布する基礎看護学開講科目日程表を参照のこと。 
 

〔単位〕必修１単位 
〔場所〕保健衛生学講義室４（３号館7階），看護実習室１および２（３号館17階）ほか 

 
４ 教科書・参考書 

香春知永、齋藤やよい：基礎看護技術、南江堂、2009 
山口瑞穂子：看護技術講義・演習ノート下巻、医学芸術社、2007 
三上れつ、小松万喜子:演習･実習に役立つ基礎看護技術、ヌーヴェル・ヒロカワ、2008 

   その他，基礎看護学―学内演習の手引き―，テーマに関連した資料を配付 
   テーマに関連した参考図書は随時紹介 
 

５ 他科目との関連 

基礎看護学関連科目，応用看護学の概論，解剖学，生理学，薬理学，微生物学，生化学，栄養学

などの科目との関連性が高い。 

 

６ 受講上の注意 

生体への侵襲を伴う技術であり，技術の未熟さが直接医療事故に結びつく。学生単独ではなく，

必ず教員の指導の下で演習すること。その他，演習上の注意は基礎看護学演習Ⅰと同じ。 

 

７ 成績評価方法 

演習の事前・事後レポート，筆記試験，出席状況と演習参加の姿勢により総合的に評価する。 
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基礎看護学実習Ⅱ 

Practice of Fundamental Nursing Ⅱ  
 

齋 藤 や よ い 

 

 

１ 実習の概要・目的 

既習の知識・技術を統合し，対象の個別性を考慮した看護を実践するための方法を学ぶ。さらに，

看護の実践を通して，看護の責務と態度について考える機会とする。 

この実習は，看護に共通する方法や技術を学習することを目的とし，続いて行われる領域別看護

実習へ展開させる基礎となる。 

 

２ 教育目標 

１）受持患者の生活援助を中心とした看護過程を展開し，基礎的な看護技術を実施する。 

（１）対象を看護の視点でアセスメントする方法を学ぶ。 

（２）対象の個別性を重視した看護の方法を学ぶ。 

（３）日常生活上のニーズをとらえ，基礎的な看護技術を実施する。 

 

２）専門援助的な人間関係をつくる。 

（１）患者との関係を予測し，援助者としての自分を調える。 

（２）目標に向かって相互協力関係を成立させる。 

 

３）臨床場面における看護師としての責務と姿勢・態度を学ぶ。 

（１）事故を予防し安全を促進する責任を学ぶ。 

（２）感染防止の実際を学ぶ。 

（３）生命の尊厳とプライバシーの保護の方法と重要性を学ぶ。   

 

４）学生としての適切な態度・行動をとる。 

（１）患者・家族との適切なコミュニケーションをとる。 

（２）看護チームとの連携をとる。 

（３）他者からの評価を受け入れ，次の行動に活かす。 

（４）カンファレンスに積極的に参加する。 

（５）適切な言葉遣いをする。 

（６）身だしなみがよく，清潔感がある。 

（７）記録が適切であり，期限内に提出する。 

（８）収集した医療看護情報を，適切な時期に報告・伝達する。 

   

３ 実習内容・方法等 

〔実習対象〕 基礎看護学Ⅰ、基礎看護学Ⅱ、基礎看護学演習Ⅰ、基礎看護学実習Ⅰの単位を 

修得した者 

〔実習期間〕 ９月６日（木）～９月20日（木） 

〔場  所〕 保健衛生学講義室４（３号館７階）、看護実習室１（３号館17階） 

医学部附属病院および歯学部附属病院 

〔単  位〕 必修２単位 

 

（詳細については、後日配布する実習要項に提示） 
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成人看護学Ⅰ（概論） 

Adult Health Nursing I 
井 上 智 子 

１ 科目の概要 

成人看護学は，Ⅰ～Ⅲで構成している。そのうち，Ⅰは成人期にある人々の特徴を理解し，外科

的治療および内科的治療を必要とする患者の急性期から回復期，および慢性期にいたる疾病段階に

ある人々に対して必要な看護の原則について講義を通して学ぶ。これを通して，健康障害のある患

者の看護を身体系統別に理解する上での基礎的知識を養う。 

２ 教育方針・教育目標 

１）成人期にある人々の特徴を理解できる。 

２）成人期の健康問題とその影響、必要な看護ケアを理解できる。 

３）外科的・内科的治療を必要とする患者の看護ケアを理解できる。 

４）回復期，慢性期，退院に関する看護ケアを理解できる。 

３ 教育内容 

回数 日 時 項  目 内  容 担当者 

1 
4/6(金) 

2 
成人看護学概論（1） オリエンテーション・成人期の特徴と成人各期の理解 井上 智子 

2 
4/13(金) 

2 
成人看護学概論（2） 成人の健康問題と健康生活を促す看護 井上 智子 

3 
4/20(金) 

2 

手術患者の看護（1） 

（術前の看護①） 
手術を受ける患者の身体および心理的特徴の理解 佐々木 吉子

4 
4/27(金) 

2 
手術患者の看護（2） 
（術前の看護②） 

術前における看護の実際（術前指導・検査看護ほか） 佐々木 吉子

5 
5/11(金) 

2 
手術患者の看護（3） 
（術中の看護） 

手術室看護師の役割と看護の実際 佐々木 吉子

6 
5/18(金) 

2 
手術患者の看護（4） 
（術後の看護①） 

術後急性期における看護（観察、全人的アセスメント，

合併症予防、回復促進のためのケアについて） 
川本 祐子 

7 
5/25(金) 

2 
手術患者の看護（5） 
（術後の看護②） 

術後回復期における看護（後障害への適応に向けた看護

の役割と家族支援について） 
川本 祐子 

8 
6/1(金) 

1 
退院指導（1） 退院調整活動の理解 吉田 千文 

9 
6/1(金) 

2 
退院指導（2） 退院調整活動の実際 吉田 千文 

10 
6/8 (金) 

1 
慢性病患者の看護（1） 慢性病の動向，慢性病患者の特徴の理解 内堀 真弓 

11 
6/8(金) 

2 
慢性病患者の看護（2） 慢性病患者の生活支援方法とＱＯＬについて 内堀 真弓 

12 
6/15(金) 

2 
がん看護（1） がん患者を取り巻く諸問題と看護の展望 亀田 真美 

13 
6/22(金) 

1 
がん看護（2） 

がんの治療の特徴（特に化学療法と放射線療法）と治療

に伴うさまざまな問題、看護支援について 
小澤 桂子 

14 
6/22(金) 

2 
救急看護 本邦における救急医療システムと看護の役割 佐々木 吉子

15 
6/29(金） 

2 
災害看護 災害サイクルにおける看護の役割 佐々木 吉子

〔単位〕必修２単位 

〔場所〕保健衛生学講義室４（３号館７階）ほか 

４ 教科書・参考書 

テーマによる参考図書の紹介 

５ 他科目との関連 

６ 受講上の注意 

解剖・生理学，病態学を習得のこと。 

７ 成績評価方法 

学期末筆記試験，および課題レポートにより評価する。 

８ その他 
授業日程、内容は変更することがある。 
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成人看護学Ⅱ（各論）       
Adult Health Nursing Ⅱ 

 

井 上 智 子 

１ 科目の概要 

既習の病態学および成人看護学Ⅰをもとに，身体系統別の健康障害を有する成人期にある人々を

理解し,それらの人々に対しての具体的な看護支援方法を学ぶ。 

２ 教育方針・教育目標 

アセスメント，一般的看護問題とその成因および看護活動が理解できる。 

３ 教育内容 

回数 日 時 項 目 担当者 

1 
10/16(火) 

2 
呼吸器系障害患者の看護（1）「基礎編」 矢富 有見子 

2 
10/19(金) 

2 
呼吸器系障害患者の看護（2）「実践編」 矢富 有見子 

3 
10/23(火) 

2 
循環器系障害患者の看護（1） 三村 昭美 

4 
10/30(火) 

2 
循環器系障害患者の看護 （2） 三村 昭美 

5 
11/2(金) 

2 
運動器系障害患者の看護 佐々木 吉子 

6 
11/6(火) 

2 
内分泌・代謝系障害患者の看護 内堀 真弓 

7 
11/9(金) 

2 
腎障害患者の看護 斉藤 しのぶ 

8 
11/16(金) 

2 
女性生殖器系障害患者の看護 川本 祐子 

9 
11/27(火) 

2 
泌尿器系障害患者の看護 三村 昭美 

10 
11/30(金) 

2 
感覚器系障害患者の看護 花出 正美 

11 
12/4(火) 

2 
膠原病・難病患者の看護 川瀬 祥子 

12 
12/11(火) 

2 
消化器系障害患者の看護（1）「肝胆膵編」 小池 智子 

13 
12/18(火) 

2 
消化器系障害患者の看護（2）「管腔臓器編」 川本 祐子 

14 
1/11(金) 

2 
脳神経系障害患者の看護（1）「急性期看護」 佐々木 吉子 

15 
1/18(金) 

2 
脳神経系障害患者の看護（2）「回復期・慢性期看護」 佐々木 吉子 

〔単位〕必修２単位 

〔場所〕保健衛生学講義室4（3号館7階） 

４ 教科書・参考書 

テーマによる参考図書の紹介 

５ 他科目との関連 

前期での成人看護学Ⅰ（概論）および解剖・生理学，病態学の授業内容をよく理解しておくこと。 

６ 受講上の注意 

解剖学，生理学，病態学，薬理学との知識を統合させながら，講義内容の理解に努めること。 

７ 成績評価方法 

学期末筆記試験，および課題レポートにより評価する。 

８ その他 
授業日程、内容は変更することがある。 
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精神看護学 

Psychiatric Nursing 
 

宮 本 真 巳 

１ 科目の概要 

精神看護学の前提となる精神科診断学、治療学等の精神医学的な知識をと共に、精神科リハビリ

テーション、リエゾン精神医学、司法精神医療等、精神医療の関連領域におけるアセスメントとセ

ラピーの方法とその理論的背景について学ぶ。併せてそれらの内容を看護学の視点から吟味し、再

構成を図る。 

 

２ 教育方針・教育目標 

精神的な機能の障害を精神医学的な疾患論、病理学、障害学、診断学に基づいて評価する方法や、

薬物療法、精神療法、芸術療法などによって回復をもたらす方法について学ぶ。また、精神医療シ

ステムの中で看護職が保健医療チームの一員として、それらの知識や方法を看護的援助に生かしな

がら、どのような役割をとっていく必要があるかについて考察を深める。 

 

３ 教育内容 
回数 日 時 項  目 内  容 担当者 

1 
10/4(木) 

3 
精神障害の成因と分類

精神的機能の障害と精神病理、精神疾患の分類と国際

障害分類 
宮本真巳 

2 
10/4(木) 

4 

器質性精神病の診断と

治療 

意識障害と精神症状、せん妄、健忘その他の認知障

害、身体疾患による精神症状 
竹内 崇 

3 
11/15(木) 

3 

統合失調症の診断と 

治療 

統合失調症の概念、病型（解体型、緊張型、妄想型

等）、症状、診断、経過、治療 
山本直樹 

4 
11/15(木) 

4 
気分障害の診断と治療 気分障害の概念、うつ状態と躁状態、気分障害の治療 西川 徹 

5 
11/22(木) 

3 
てんかんの診断と治療

てんかんの発作と分類、てんかん性精神障害、脳波検

査法 
原 恵子 

6 
11/22(木) 

4 

生物学的精神医学の 

到達点 

脳科学、分子生物学の進歩による精神科治療の発展と

その可能性 
西川 徹 

7 
11/29(木) 

3 
精神科の薬物療法 

向精神薬の薬理作用と副作用、抗精神病薬、抗うつ

薬、抗不安薬 
車地暁生 

8 
11/29(木) 

4 

神経症と人格障害の 

診断と治療 

神経症の概念、不安障害、強迫性障害、転換性障害、

心気症／人格障害の概念、類型、経過、人格障害の患

者との治療的接触 

大島一成 

9 
12/6(木) 

3 
絵画療法の実際（１） キミ子方式による絵画療法の理論と実際(1) 松本一郎 

10 
12/6(木) 

4 
絵画療法の実際（２） キミ子方式による絵画療法の理論と実際(2) 松本一郎 

11 
12/13(木) 

3 
ボディワーク（１） ボディワーク(野口体操)の理論と実践(1) 高岸昭代 

12 
12/13(木) 

4 
ボディワーク（２） ボディワーク(野口体操)の理論と実践(2) 高岸昭代 

13 
12/20(木) 

3 
精神医学と精神看護学

精神疾患患者の心理教育とセルフケア支援、治療共同

体と集団精神療法、日常的行為の精神病理、暴力の精

神病理と司法に関連する精神医学・精神看護学、リエ

ゾン精神看護学 

宮本真巳 

美濃由紀子

14 
12/20(木) 

4 

アディクションの診断

と治療 

アディクションの概念、アルコール依存症とアルコー

ル精神病、摂食障害、その他の依存症 

宮本真巳 

美濃由紀子

15 
1/10(木) 

3 
リエゾン精神医学 

リエゾン精神医学の歴史と概念、身体疾患患者の持つ

精神的な問題、リエゾン精神科医の役割 
松島英介 

16 
1/10(木) 

4 
精神療法と芸術療法 個人精神療法と絵画療法 前田健二郎

〔単位〕必修２単位 

〔場所〕保健衛生学講義室４（３号館７階）ほか 
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４ 教科書・参考書 

教科書 

日本精神科看護技術協会監修「改訂 精神看護学」中央法規出版、2006 

参考書 

中井久夫・山口直彦著「看護のための精神医学」医学書院、2001 

融道男他監訳「ICD-10 精神及び行動の障害 臨床記述と診断ガイドライン 新訂版」医学書院、

2005 

高橋三郎他訳「DSM-Ⅳ-TR 精神疾患の分類と診断の手引 新訂版」医学書院、2003 

世界保健機関（ WHO）「国際生活機能分類－国際障害分類改訂版」中央法規、2002 

笠原嘉「精神病」岩波書店、1998 

神田橋條治「追補精神科診断面接のコツ」岩崎学術出版、1994 

土居健郎「新訂方法としての面接」医学書院、1992 

C.S．エイメンソン（松島義博他訳）「家族のための精神分裂病入門」星和書店、2001 

松本キミ子「キミ子方式スケッチ入門」JTB、2001 

斉藤学「アルコール依存症に関する12章」有斐閣、1986 

宮本真巳・安田美弥子編著「アディクション看護」医学書院、2008 

宮本真巳他編著「実践精神科看護テキスト 14 薬物・アルコール依存症看護」精神看護出版、

2008 

J.R.ランデル他（松浦雅人、松島英介訳）「コンサルテーション・リエゾン精神医学ガイド」 

メディカル・サイエンス・インターナショナル、2002 

 

５ 他科目との関連 

看護心理学、地域精神看護学、精神看護学演習等の科目と関連する。 

 

６ 受講上の注意 

様々な精神障害の特徴について国際的な分類基準に沿って学ぶと共に、精神医学の見方と精神障害

を持つ人の体験や看護の視点との関連についても考えて欲しい。 

 

７ 成績評価方法 

学期末の筆記試験によって行う。 
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小児看護学Ⅰ 

Pediatric Nursing Ⅰ 
 

廣 瀬 たい子 

 

１ 科目の概要 

小児は成長発達する存在であり，大人とは質的に異なる面がある。小児の特徴を生涯発達の視点

から理解する。また，学校保健の視点から成長期にある幼児，児童，生徒，学生の健康の保持増進

をはかるための，学校教育および学校保健管理活動を理解する。 

 

２ 教育方針・教育目標 

小児は生理的，認知的，情緒的，生活能力の面で未熟な部分を保有しながら出生し，環境と相互

作用しながら成長・発達する。個体と環境との力動関係を理解しながら，小児の発達について学習

することを目標とする。加えて，学校教育の場で成長発達の途上にある小児の生活・健康について，

学校保健活動を通して理解する。また，学校保健行政施策を含めて，様々な専門領域から小児看護

学および，学校看護を理解する。 

 

３ 教育内容 

子どもの成長発達の理解，子どもをとりまく環境と生活の理解と支援を学ぶために，また，学校

保健の理念と実践，技法を学ぶため，以下の講義内容を編成する。 
回数 項  目 内  容 担当者 

1 

 

2 

子どもとは 

小児の健康 

乳児期の発育 

子ども観の変遷 

小児保健統計・ヘルスプロモーション 

乳幼児期の形態・機能発育 

廣瀬たい子 

3 

4 

5 

乳児期の成長発達 

幼児期の成長発達 

学童期の成長発達 

乳児期の精神・運動発達 

幼児期の精神・運動発達と生活の特徴 

学童期の精神・運動発達と生活の特徴 

廣瀬たい子 

岡光基子 

廣瀬たい子 

6 

7 

学校保健総論 

学校保健管理の実際 

学校保健の目的、対象、内容、方法、学校保健法

健康診断・相談、生活・環境管理、学校安全 
佐見由紀子 

8 

9 

思春期の成長発達 

学校保健管理の実際 

思春期の精神・運動発達と生活の特徴 

学校給食・栄養教育 

廣瀬たい子 

笹原道子 

〔単位〕必修１単位 

〔場所〕保健衛生学講義室４（３号館７階）ほか 

 

４ 教科書・参考書 

教科書 中野綾美：小児の発達と看護 （メディカ出版） 

    中野綾美：小児看護技術（メディカ出版） 

参考書 上田礼子：生涯人間発達学（三輪書店） 

上田礼子他編著：小児保健学（福林出版） 

黒田泰弘編：最新育児小児病学 改訂第４版（南江堂） 

イリングワース(山口規容子監訳):ノーマルチャイルド（ﾒﾃ゙ ｨｶﾙｻｲｴﾝｽｲﾝﾀー ﾅｼｮﾅﾙ） 

高石昌弘，出井美智子：学校保健マニュアル第５版（南山堂） 

鈴木路子，眞野喜洋編：教育健康学－教育と医療の接点を求めて（ぎょうせい） 

 

５ 成績評価方法 

期末試験，小テスト，レポ－ト 
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小児看護学演習Ⅰ 

Seminar of Pediatric Nursing Ⅰ 
 

廣 瀬 たい子 

 

１ 科目の概要 

多様化しつつある子どもの環境および生活の中で，小児看護は発達と健康を支援するための知

識・技術が幅広く求められている。小児特有の疾患を理解し，必要なケアと技術を学習する。 

 

２ 教育方針・教育目標 

常に成長・発達を続ける小児に見られる特有な疾患の特徴を理解し，必要なケア及び態度・技術

を学習する。 

 

３ 教育内容 

小児特有の疾患を理解し，看護実践に必要な知識とスキルを習得するための学習をする。 
回数 項  目 内  容 担当者 

1 

 

2 

小児看護の対象と役割 

小児を取り巻く環境 

疾患論：内分泌、代謝性疾患 

小児看護とは（小児と医療システムも含む） 

病気・入院による小児と家族の反応 

内分泌、代謝性疾患の特徴 

廣瀬たい子

 

鹿島田健一

3 

 

4 

疾病論：血液、腫瘍性疾患、 

アレルギー、免疫 

疾患論：消化器、腎疾患 

血液・腫瘍性疾患、アレルギー、免疫疾患の特徴 

 

消化器，腎疾患の特徴 

大川洋二 

 

元吉八重子

5 

6 

疾病論：神経、運動器疾患 

急性疾患をもつ小児の看護 

神経、運動器疾患の特徴 

小児の急性期の主要症状と看護 

荒木 聡 

岡光基子 

7 

8 

疾病論：小児外科 

疾病論：小児外科 
小児外科系疾患の特徴 川嶋 寛 

9 

10 

慢性疾患をもつ小児の看護 

疾病論：循環器 

慢性疾患をもつ小児と家族の看護（腎疾患） 

循環器の特徴 

山崎道子 

土井庄三郎

11 

12 

 

疾患論：感染症 

疾患論：呼吸器、川崎病、膠原病、

予防接種 

感染症の特徴 

呼吸器、川崎病、膠原病、予防接種の特徴 

 

土井庄三郎

13 

14 

急性疾患をもつ小児の看護 

慢性疾患をもつ小児の看護 

周手術期にある小児と家族の看護（外科系疾患） 

ターミナル期にある小児の看護 

岩﨑美和 

井桁洋子 

15 

16 

慢性疾患をもつ小児の看護 

慢性疾患をもつ小児の看護 

慢性疾患をもつ小児と家族の看護（小児がん） 

慢性疾患をもつ小児と家族の看護（内分泌） 

廣瀬たい子

駒松仁子 

〔単位〕必修１単位 

〔場所〕保健衛生学講義室４（３号館７階） 

 

４ 教科書・参考書 

教科書：奈良間美保編著 系統看護学講座 小児看護学（2）小児臨床看護各論 改訂版（医学書

院）2006 

岡田洋子，茎津智子，井上由紀子，志賀加奈子著：小児看護学３ 家族への系統的アプ 

ローチの実際 医歯薬出版株式会社 2006 

参考書：野中淳子編著 子どもの看護技術（へるす出版） 

木口チヨ，小林八千代：イラスト小児の生活と援助（文光堂） 

病児の遊びと生活を考える会編：入院時のための遊びとおもちゃ（中央法規） 

筒井真優美：これからの小児看護（南江堂） 

黒田泰弘編：最新育児小児病学 改訂第４版（南江堂） 

 

５ 他科目との関連 

小児看護学Ⅰで学んだ健康な小児の理解を基に，小児の疾患，小児看護の各論について学習する。

解剖学，生理学で学んだ小児の特徴について知識を習得していることが必要である。 

 

６ 成績評価方法 

期末試験，小テスト 
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在宅看護学Ⅰ 

Home Care Nursing Ⅰ 
本田彰子   

  松下祥子 
1. 科目の概要 
 保健医療福祉の中での在宅看護、特に訪問看護の役割機能を学ぶとともに、制度の中で展開される

看護実践について理解する。 
 
2. 教育方針・教育目標 
 保健医療福祉の領域で、特に地域で生活する人々、自宅で療養生活を送る人々に対して、実際の看

護提供の仕組みを理解した上で、看護の役割と実際を学ぶ。 
 
3. 教育内容 
回 日時 時限 内容 担当教員 
1 10 月 4 日 Ⅱ 在宅看護の概念、訪問看護の仕組み 本田彰子 
2 10 月 25 日 Ⅱ 訪問看護の特徴とケアの実際 松下祥子 
3 11 月 1 日 Ⅱ 在宅看護がみる家族 松下祥子 
4 11 月 8 日 Ⅱ 訪問看護の実際 高齢療養者 本田彰子 
5 11 月 15 日 Ⅱ 訪問看護の実際 終末期療養者 本田彰子 
6 11 月 22 日 Ⅱ 訪問看護の実際 難病療養者 松下祥子 
7 

11 月 29 日 
Ⅰ 

訪問看護の実際 精神疾患療養者 
前田昌紀 

たんぽぽ訪問看護むれ 8 Ⅱ 
〔単位〕 必修 1 単位 
〔場所〕 保健衛生学講義室４(３号館７階) 
 
4. 教科書・参考書 

河原加代子代表著者：系統看護学講座 統合分野 在宅看護論 第 3版，医学書院． 

川越博美，佐藤美穂子，山崎摩耶編著：最新 訪問看護研修テキスト，日本看護協会出版会 
 
5. 他の科目との関連 
 3 年次に学習する在宅看護学Ⅱ、在宅看護学演習、在宅看護学実習の基礎となる科目であるので、2
年次に履修および単位取得していることが進級に必要である。 
 
6. 受講上の注意 
 
7. 成績評価方法 
 出席、および定期試験 



第３学年
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① 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

4/5 木 小児看護学Ⅱ(1) 2 小児看護学Ⅱ(2) 2 母性看護学Ⅰ(1) 2 母性看護学演習(1) 実習室１，２ 母性看護学演習(2) 実習室1，2

6 金 地域看護学Ⅰ(1) 2 地域看護学Ⅰ(2) 2 地域精神看護学(1) 2

② 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

4/9 月 老年看護学(1) 2 老年看護学(2) 2 精神看護学演習(1) 2 精神看護学演習(2) 2

10 火 母性看護学Ⅱ(1) 2 母性看護学Ⅰ(2) 2 老年看護学演習(1) 実習室１ 老年看護学演習(2) 実習室１ 老年看護学演習(3) 実習室１

11 水 英文講読Ⅱ(1) 2

12 木 小児看護学演習Ⅱ(1) 2 小児看護学演習Ⅱ(2) 2 小児看護学演習Ⅱ(3) 2

13 金 地域看護学Ⅰ(3) 2 地域看護学Ⅰ(4) 2 地域精神看護学(2) 2

③ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

4/16 月 老年看護学(3) 2 老年看護学(4) 2 精神看護学演習(3) 2 精神看護学演習(4) 2

17 火 母性看護学Ⅲ(1) 2 母性看護学Ⅱ(2) 2 成人看護学演習(1) 2 成人看護学演習(2) 2

18 水 英文講読Ⅱ(2) 2

19 木 小児看護学Ⅱ(3) 2 小児看護学Ⅱ(4) 2 母性看護学Ⅲ(2) 2 母性看護学Ⅲ(3) 2 母性看護学Ⅱ(3) 2

20 金 地域看護学Ⅰ(5) 2 地域看護学Ⅰ(6) 2 地域精神看護学(3) 2

④ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

4/23 月 老年看護学(5) 2 老年看護学(6) 2 精神看護学演習(5) 2 精神看護学演習(6) 2

24 火 母性看護学Ⅰ(3) 2 母性看護学Ⅰ(4) 2 老年看護学演習(4) 実習室１ 老年看護学演習(5) 実習室１ 老年看護学演習(6) 実習室１

25 水 英文講読Ⅱ(3) 2

26 木 成人看護学Ⅲ(1) 2 小児看護学演習Ⅱ(4) 2 小児看護学演習Ⅱ(5) 2

27 金 地域看護学Ⅰ(7) 2 地域看護学Ⅰ(8) 2 地域精神看護学(4) 2

⑤ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

4/30 月

5/1 火

2 水 英文講読Ⅱ(4) 2 英文講読Ⅱ(5) 2

3 木

4 金

⑥ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

5/7 月 老年看護学(7) 2 老年看護学(8) 2 精神看護学演習(7) 2 精神看護学演習(8) 2

8 火 母性看護学Ⅰ(5) 2 母性看護学Ⅱ(4) 2 成人看護学演習(3) 2 成人看護学演習(4) 2 成人看護学演習(5) 実習室2

9 水 英文講読Ⅱ(6) 2

10 木 小児看護学Ⅱ(5) 2 成人看護学Ⅲ(2) 2 母性看護学Ⅲ(4) 2 母性看護学Ⅱ(5) 2 母性看護学演習(3) 実習室2

11 金 地域看護学Ⅱ(1) 2 地域看護学Ⅱ(2) 2 地域精神看護学(5) 2 在宅看護学演習(1) 2 在宅看護学演習(2) 2

平成２４年度時間割（看護学専攻：第３学年)

（前期）　※３年次実習の詳細については、別途連絡する。

振替休日

憲法記念日

みどりの日
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第３学年)

⑦ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

5/14 月 老年看護学(9) 2 老年看護学(10) 2 精神看護学演習(9) 2 リハビリテーション看護学(1) 2

15 火 母性看護学Ⅱ(6) 2 母性看護学演習(4) 2 老年看護学演習(7) 実習室１ 老年看護学演習(8) 実習室１ 老年看護学演習(9) 実習室１

16 水 英文講読Ⅱ(7) 2

17 木 成人看護学Ⅲ(3) 2 小児看護学演習Ⅱ(6) 2 小児看護学演習Ⅱ(7) 2 小児看護学演習Ⅱ(8) 2

18 金 地域看護学Ⅱ(3) 2 地域看護学Ⅱ(4) 2 地域精神看護学(6) 2 在宅看護学演習(3) 2 在宅看護学演習(4) 2

⑧ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

5/21 月 老年看護学(11) 2 老年看護学(12) 2 精神看護学演習(10) 2 リハビリテーション看護学(2) 2

22 火 母性看護学Ⅱ(7) 2 母性看護学Ⅲ(5) 2 成人看護学演習(6) 2 成人看護学演習(7) 2 成人看護学演習(8) 2

23 水 英文講読Ⅱ(8) 2 疫学(1) 2 疫学(2) 2

24 木 成人看護学Ⅲ(4) 2 母性看護学Ⅱ(8) 2 母性看護学Ⅲ(6) 2 母性看護学Ⅲ(7) 2

25 金 地域看護学Ⅱ(5) 2 地域看護学Ⅱ(6) 2 地域精神看護学(7) 2 在宅看護学演習(5) 2 在宅看護学演習(6) 2

⑨ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

5/28 月 老年看護学(13) 2 老年看護学(14) 2 精神看護学演習(11) 2 リハビリテーション看護学(3) 2

29 火 母性看護学Ⅲ(8) 2 母性看護学Ⅰ(6) 2 老年看護学演習(10) 実習室１ 老年看護学演習(11) 実習室１ 老年看護学演習(12) 実習室１

30 水 英文講読Ⅱ(9) 2 疫学(3) 2 疫学(4) 2

31 木 成人看護学Ⅲ(5) 2 小児看護学演習Ⅱ(9) 2 小児看護学演習Ⅱ(10) 2 小児看護学Ⅱ(6) 2

6/1 金 地域看護学Ⅱ(7) 2 地域看護学Ⅱ(8) 2 地域精神看護学(8) 2 在宅看護学演習(7) 2 在宅看護学演習(8) 2

⑩ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

6/4 月 老年看護学(15) 2 老年看護学(16) 2 精神看護学演習(12) 2 リハビリテーション看護学(4) 2

5 火 母性看護学Ⅰ(7) 2 母性看護学演習(5) 2 成人看護学演習(9) 2 成人看護学演習(10) 2

6 水 英文講読Ⅱ(10) 2

7 木 小児看護学Ⅱ(7) 2 成人看護学Ⅲ(6) 2 母性看護学Ⅱ(9) 2 母性看護学Ⅰ(8) 2 母性看護学演習(6) 2

8 金 在宅看護学Ⅱ(1) 2 在宅看護学Ⅱ(2) 2 在宅看護学演習(9) 2 在宅看護学演習(10) 2

⑪ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

6/11 月 老年看護学(17) 2 老年看護学(18) 2 精神看護学演習(13) 2 リハビリテーション看護学(5) 2

12 火 老年看護学演習(13) 実習室１ 老年看護学演習(14) 実習室１ 老年看護学演習(15) 実習室１

13 水 英文講読Ⅱ(11) 2 疫学(5) 2 疫学(6) 2

14 木 小児看護学演習Ⅱ(11) 2 小児看護学演習Ⅱ(12) 2 小児看護学Ⅱ(8) 2

15 金 在宅看護学Ⅱ(3) 2 在宅看護学Ⅱ(4) 2 在宅看護学演習(11) 2 在宅看護学演習(12) 2

⑫ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

6/18 月 老年看護学(19) 2 老年看護学(20) 2 精神看護学演習(14) 2 リハビリテーション看護学(6) 2

19 火 成人看護学演習(11) 2 成人看護学演習(12) 2 成人看護学演習(13) 2

20 水 英文講読Ⅱ(12) 2 疫学(7) 2 疫学(8) 2

21 木 小児看護学Ⅱ(9) 2 小児看護学Ⅱ(10) 2 母性看護学演習(7) 2 母性看護学演習(8) 2 母性看護学演習(9) 2

22 金 在宅看護学Ⅱ(5) 2 在宅看護学Ⅱ(6) 2 在宅看護学演習(13) 2 在宅看護学演習(14) 2
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第３学年)

⑬ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

6/25 月 老年看護学(21) 2 老年看護学(22) 2 精神看護学演習(15) 2 リハビリテーション看護学(7) 2

26 火 成人看護学Ⅲ(7) 2 母性看護学演習(10) 実習室1，2 母性看護学演習(11) 実習室１，２

27 水 英文講読Ⅱ(13) 2

28 木 母性看護学演習(12) 実習室1，2 母性看護学演習(13) 実習室1，2 小児看護学演習Ⅱ(13) 2 小児看護学演習Ⅱ(14) 2 小児看護学演習Ⅱ(15) 2

29 金 在宅看護学Ⅱ(7) 2 在宅看護学Ⅱ(8) 2 在宅看護学演習(15) 2 在宅看護学演習(16) 2

⑭ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

7/2 月 老年看護学(23) 2 老年看護学(24) 2 精神看護学演習(16) 2 リハビリテーション看護学(8) 2

3 火 母性看護学演習(14) 2 成人看護学演習(14) 2 成人看護学演習(15) 2 成人看護学演習(16) 2

4 水 英文講読Ⅱ(14) 2

5 木 成人看護学Ⅲ(8) 2 母性看護学演習(15)
実習室2，
準備室1､他 母性看護学演習(16)

実習室2，
準備室1､他

6 金

⑮ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

7/9 月

10 火

11 水 英文講読Ⅱ(15) 2

12 木

13 金

① 8：50～10：20 10：30～12：00 13：00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50

7/16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

② 8：50～10：20 10：30～12：00 13：00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50

7/23 月

24 火

25 水

※授業 ① 8：50～10：20 10：30～12：00 13：00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50

7/26 木

27 金

海の日

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験 TOEFL/ITP試験

前期定期試験

前期定期試験

前期定期試験

保育園実習

保育園実習

夏季休業　7/30（月）～
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第３学年)

① 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

9/27 木

28 金

② 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

10/1 月

2 火

3 水 卒業論文Ⅰ（1） 2 卒業論文Ⅰ（2） 2

4 木

5 金

③ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

10/8 月

9 火

10 水 卒業論文Ⅰ（3） 2

11 木

12 金

④ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

10/15 月

16 火

17 水 卒業論文Ⅰ（4） 2

18 木

19 金

⑤ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

10/22 月

23 火

24 水 卒業論文Ⅰ（5） 2

25 木

26 金

⑥ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

10/29 月

30 火

31 水 卒業論文Ⅰ（6） 2

11/1 木

2 金

（後期）　

実習オリエンテーション

臨地実習

臨地実習

体育の日

臨地実習

臨地実習

臨地実習　創立記念日

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習
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⑦ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

11/5 月

6 火

7 水 卒業論文Ⅰ（7） 2

8 木

9 金

⑧ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

11/12 月

13 火

14 水 卒業論文Ⅰ（8） 2 卒業論文Ⅰ（9） 2

15 木

16 金

⑨ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

11/19 月

20 火

21 水

22 木

23 金

⑩ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

11/26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

⑪ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

12/3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

⑫ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

12/10 月

11 火

12 水 卒業論文Ⅰ（10） 2 卒業論文Ⅰ（11） 2

13 木

14 金

⑬ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

12/17 月

18 火

19 水 卒業論文Ⅰ（12） 2

20 木

21 金

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

勤労感謝の日

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

冬季休業　12/25(火)～
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平成２４年度時間割（看護学専攻：第３学年)

① 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

1/7 月

8 火

9 水 卒業論文Ⅰ（13） 2

10 木

11 金

② 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

1/14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

③ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

1/21 月

22 火

23 水 卒業論文Ⅰ（14） 2

24 木

25 金

④ 8：50～10：20 講義室 10：30～12：00 講義室 13：00～14：30 講義室 14：40～16：10 講義室 16：20～17：50 講義室

1/28 月

39 火

30 水 卒業論文Ⅰ（15） 2

31 木

2/1 金

① 8：50～10：20 10：30～12：00 13：00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50

2/4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

② 8：50～10：20 10：30～12：00 13：00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50

2/11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

後期定期試験

後期定期試験

後期定期試験

補講・再試

春季休業　2/18（月）～

後期定期試験

後期定期試験

建国記念の日

補講・再試

補講・再試

補講・再試
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疫  学 

Epidemiology 
 

横 山 徹 爾   

（保健衛生学科教育委員長） 

 

１ 科目の概要 

疫学は，人間集団を対象にして，疾病，異常，傷害，さらに，健康の頻度（率）の分布を記述し，

これらの状態を規定している因子を研究する学問である。一言でいうと，集団レベルで，原因不明

の疾病の原因を追求する学問である。 

 

２ 教育方針・教育目標 

疫学の原理と方法を学ぶことによって，疾病の予防，健康増進を目的とした保健活動を科学的に

行えるようにする知識，技術を習得する。看護の場では，科学的根拠に基づいて，妥当性の高いケ

アを実践できるようにする。 

 

３ 教育内容 

総論では，疫学の原理と方法に関する基礎的知識を学習する。各論では，歴史的事件等を材料に

して，疫学方法論の知識を深める。演習では，具体的な事例を題材にして，健康問題の発見，当該

健康問題の原因追及，予防対策の樹立，予防対策の実施，予防対策の評価をシミュレーションし，

疫学の応用あるいは公衆衛生活動のあり方を学習する。 
回数 日 時 項  目 内  容 担当者 

1 

2 

5/23(水) 

3,4 

総論１ 

総論２ 

疫学の概要，疾病頻度の測定 

記述疫学，疫学的仮説の設定 
横山徹爾 

3 

4 

5/30(水) 

3,4 

総論３ 

総論４ 

症例・対照研究とコホート研究，介入研究 

因果関係の推理，交絡変数の調整 
〃 

5 

6 

6/13(水) 

3,4 

各論１ 

各論２ 

循環器疾患の疫学 

がんの疫学 
〃 

7 

8 

6/20(水) 

3,4 

各論３ 

演習 

環境問題と疫学 

健康問題の解決 
〃 

〔単位〕必修１単位 

〔場所〕保健衛生学講義室２（３号館８階）ほか 

 

４ 教科書・参考書 

「疫学入門演習－原理と方法」第３版（南山堂）を教科書として用いるので必携。 

 

５ 他科目との関連 

衛生学・公衆衛生学の基礎的学問である。保健統計学は，疫学的研究の手段として利用される。疫

学の考え方，疫学で使われる手法は卒業論文，学位論文などの研究にも密接に結びついている。 

 

６ 受講上の注意 

感染症，common diseases などの定義，症状，診断手技，治療の概要を知っておくことが大切であ

る。統計学の入門レベル，例えば，平均値，標準偏差，平均値の差の検定，率の差の検定，相関係

数の算出とその意義ぐらいを習得しておくことは必須である。 

 

７ 成績評価方法 

筆記試験，課題レポートにより評価する予定。 
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英文講読 II 
English for Nursing II 

木下 裕太 

(保健衛生学科教育委員長) 

1 科目の概要 

医療に関する文章を英語で読み、医学英語の知識を深める。 

2 教育方針・教育目標 

医学英語に用いられる語彙や表現に親しみ、医療に関する英文テキストの内容を把握することを目

的とする。併せて音声・DVD 教材なども用いて、総合的な英語力を高める。 

3 教育内容 

テキスト Health Care Today を使用し、医療に関する英文の精読や内容の要約を行う。また、医療に関

する海外ドラマ・映画等を副教材として、医学英語の音声に慣れる。 

回数 日 時 内 容 担当者

1 4/11（水） 2 限 ガイダンス 木下 

2 4/18（水） 2 限 Health Care Today I-1 〃 

3 4/25（水） 2 限 Health Care Today II-2 〃 

4 5/2 （水） 2 限 Health Care Today III-1 〃 

5 5/2 （水） 3 限 小テスト 1 / DVD 教材 〃 

6 5/9 （水） 2 限 Health Care Today III-2 〃 

7 5/16（水） 2 限 Health Care Today III-3 〃 

8 5/23（水） 2 限 Health Care Today IV-1 〃 

9 5/30（水） 2 限 Health Care Today IV-3 〃 

10 6/6 （水） 2 限 小テスト 2 / DVD 教材 〃 

11 6/13（水） 2 限 Health Care Today V-2 〃 

12 6/20（水） 2 限 Health Care Today V-3 〃 

13 6/27（水） 2 限 Health Care Today V-5 〃 

14 7/4 （水） 2 限 総復習 〃 

15 7/11（水） 2 限 期末試験 〃 

 [単位] 必修 1 単位 

 [場所] 保健衛生学講義室 2 （３号館８階） 

4 教科書・参考書 

Health Care Today (Asahi Press)   

5 他科目との関連 

 英語に触れる他のすべての科目。 
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6 受講上の注意 

テキストの予習は必須。前もって該当箇所に目を通し、知らない単語があれば辞書で調べ、できる限

り文章の内容を把握した状態で授業に臨むこと。 

7 成績評価方法 

出席日数は、全授業回数の 3 分の 2 が必要。ただし、遅刻は欠席と同じ扱いとする。その上で、期末

試験と小テストの成績、授業への参加度を総合して評価する。 
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Test of English as a Foreign Language/Institutional Testing 

Program (TOEFL/ITP) 
                                  

                                    保健衛生学科教育委員会 

 

１ 実施の目的 

 TOEFLテストは1964年に、英語を母国語としない人々の英語力を測るテストとして、米国の非営利教育 

団体により開発された。高い信頼性のもと、40 年以上にわたり客観的かつ正確な、世界で最も優れたア

カデミックな英語テストとして注目を集め、現在 TOEFL テストのスコアは英語運用能力テストのグローバ

ルスタンダードとなっている。本学科の学生も TOEFL を定期的に受験して、各自の実践的な英語力の増進

に役立て、将来は国際的に活躍してもらいたい。 

 

２ 実施内容 

１）セクション１（３５分）：リスニング 

２）セクション２（２５分）：英文と文章表現 

３）セクション３（５５分）：読解 

 

３ 実施対象 

   Ｎ２、ＭＴ２、Ｎ３、ＭＴ３全員 

 

４ 実施日 

   平成２４年７月２０日（金）１３：００～１５：５０ 

（欠席する場合は事前に教務課まで連絡のこと） 

 

５ 実施場所 

Ｎ ２：保健衛生学講義室４（７Ｆ）  

ＭＴ２：保健衛生学講義室５（７Ｆ） 

Ｎ ３：保健衛生学講義室２（８Ｆ） 

  ＭＴ３：保健衛生学講義室３（８Ｆ） 

 

６ 実施方法 

試験監督：教養部英語学担当教員 

     保健衛生学科医学英語担当教員 

受験：各試験監督の指示に従い受験する。（試験開始１０分前までに着席のこと。） 

    

７ 受験料 

受験料：入学時に徴収済み  

 

８ 成績評価 

医学英語担当教員がTOEFL/ITPの結果を考慮し、医学英語科目と合わせて評価する。 

 

Ｎ ２：英文講読Ⅰ（必修１単位） 

Ｎ ３：英文講読Ⅱ（必修１単位） 

ＭＴ２：医学英語演習（Ⅰ）（前・後期２単位のうち前期分１単位に考慮する。） 

ＭＴ３：医学英語演習（Ⅱ）（前・後期２単位のうち前期分１単位に考慮する。） 

 

９ TOEFL/ITPのスコアの活用 

各自が英語力を自己評価し、市販の教材やテレビ、ラジオなどを活用して、毎回得点を上昇させ 

る努力をして欲しい。医学部学生の海外研修派遣選考基準としても活用する。 
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卒業論文Ⅰ 

ThesisⅠ 
 

総合保健看護学専攻教授・准教授・講師全員 

総合保健看護学専攻主任 

 

１ 科目の概要 

指導教員のもとで研究を行い，論文をまとめるために必要な知識を学ぶ。 

 

２ 教育方針・教育目標 

看護・保健に関するさまざまな研究の分野・方法について知り，卒業論文Ⅱにおいて各自が実際

に研究論文を書く際の基本を学ぶ。 

１．看護・保健専門職における研究の意義を理解する。 

２．研究の進め方の概要と，さまざまな研究方法論・技法を知る。 

３．卒業論文指導の責任者となる各教員の研究の専門領域および方法論・技法を知る。 

４．研究領域申請書による希望領域の相互調整と決定を行う。 

 

３ 教育内容 
回数 日 時 項  目 内  容 担当者 

1 

2 

10/3 (水) 

1,2 

オリエンテーション① 

Ⅰ看護研究序論 

Ⅱ量的研究の基礎 

全体オリエンテーション 

研究法概説 

データ処理について 

卒論小委員会 

3 
10/10(水) 

2 
Ⅲ研究の倫理 研究倫理について 

小笹由香 

（生命倫理研究

センター） 

4 
10/17(水) 

2 
Ⅳ各分野の研究の実際 ① 健康情報/生体･生活/在宅 (予定)  

5 
10/24(水) 

2 
Ⅳ各分野の研究の実際 ② リプロ/先端侵襲/精神保健 (予定)  

6 
10/31(水) 

2 
Ⅳ各分野の研究の実際 ③ 小児/高齢者/システム (予定)  

7 
11/7 (水) 

2 
Ⅳ各分野の研究の実際 ④ 地域/健康教育/国際看護 (予定)  

8 

9 

11/14(水) 

1,2 

オリエンテーション② 

Ⅴ外国文献検索方法 

卒論Ⅱの領域決定に関する説明 

文献検索の技術 

図書館司書 

卒論小委員会 

10 

11 

12/12(水) 

2 
〈N4卒業論文発表会〉  

卒論小委員 

学生卒論委員 

12 
12/19(水) 

2 

Ⅴ外国文献検索演習① 

※自己学習 
個人外国文献レポートの資料収集  

13 
1/9 (水) 

2 

Ⅴ外国文献検索演習② 

研究領域希望申請書作成 

個別外国文献レポート作成 

領域希望申請書の配布 
卒論小委員会 

14 
1/23(水) 

2 
Ⅵ研究室訪問 

研究領域申請書に基づき教員と個人面談 

（文献検討についての個別相談） 

各分野担当者 

卒論小委員会 

15 
1/30(水) 

2 
Ⅶ希望分野の調整 

研究領域希望 最終申請書提出 

希望領域調整・決定 
卒論小委員会 

 

〔単位〕必修１単位 

〔場所〕保健衛生学講義室２（３号館８階） ※文献検索方法は図書館演習室(ＭＤタワー４階) 

 

４ 履修期間 

・３年後期 

・選択するテーマの希望を指示された期限までに提出する。 

 

５ 他科目との関連 

全ての科目で学んだことを応用するので，全ての科目と関連する。 
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６ 成績評価方法 

外国文献レポートの内容と全体の出席状況を評価し，専攻主任が認定する。ただし、講義への出

席が３分の２に満たない者は単位を認定しない。 

 

（参考） 

・ 卒業論文Ⅱは、保健衛生学科看護学各分野の教授，准教授，講師，助教が指導教員（研究指導の

責任者）となる。 

・ 最終的な分野の決定は，学生から提出された研究領域希望申請書（希望領域とテーマと方法を第

２希望まで明記したもの）を基にしながら学生間で適宜調整し、各分野の確認を得て決定する。 

・ 外国文献レポートは、関心のある領域・研究課題に関する主に英文による論文を検索し、それを

読む経験を積む目的で実施する。レポートの内容・規定については後日説明する。 
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成人看護学Ⅲ（実践論）     

Adult Health Nursing Ⅲ 

井 上 智 子 

１ 科目の概要 

成人看護学を取り巻く最近注目されている話題についての概要を講義を通して学ぶ。これにより国

内外での社会の動きに目を向ける意識をより高めることと，社会的ニーズの変化に対応すべく看護の

役割を果たしている第一線の看護の専門家の努力や開拓の困難さを学ぶ。また，今後の動向について

の，学会等の学問的方向性についても情報を得る。 

２ 教育方針・教育目標 

１）各話題について，注目される社会的背景を理解する。 

２）各話題についての概要を理解する。 

３）各話題についての開拓者としての努力や困難さを理解する。 

４）各話題について，質疑ができる。 

３ 教育内容 

回数 日 時 項  目 内  容 担当者 

1 
4/26(木) 

2 

オリエンテーション 

先端医療と看護の役割 
高度医療・先端医療に果たす役割 井上 智子 

2 
5/10(木) 

2 
ストマケア ストマ管理方法とオストメイトの生活支援 徳永 恵子 

3 
5/17(木) 

2 

HIV/AIDS ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

ﾅｰｽの役割 

めざましく進展するエイズ治療の現状をふまえた 

HIV/AIDS患者の看護ケア 
杉野 祐子 

4 
5/24(木） 

2 

口腔外科疾患看護と 

口腔ケア 

摂食・構音機能の障害を中心としたアセスメント， 

一般的問題と成因，看護活動 
青木 春恵 

5 
5/31(木) 

2 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・成人看護学

演習の時間に振替 

レポート作成についてのオリエンテーション， 
その後は成人看護学演習の時間として使用する。 
詳細は別途 

井上 智子 

6 
6/7(木) 

2 

臨床治験ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの

役割 
治験に関する看護の役割 宋 菜緒子 

7 
6/26(火) 

2 
遺伝と看護 

遺伝子診断，遺伝子治療，遺伝病患者に関する看護の 

役割・倫理的配慮 
武田 祐子 

8 
7/5(木) 

2 
ＣＮＳの活動 CNS(Clinical Nurse Specialist)の役割と活動内容 荒井 知子 

〔単位〕必修１単位 

〔場所〕保健衛生学講義室２（３号館８階） 

４ 教科書・参考書 

各担当者の指定による。 

５ 他科目との関連 

成人看護学Ⅰ，Ⅱを習得しておくこと。 

６ 受講上の注意 

医療関係の時事的話題をとりあげた新聞やテレビ番組からも情報を得ることも心がけること。 

７ 成績評価方法 

授業出席状況・参加状況およびレポートにより評価する。レポートは，全講義終了後，成人看護学

Ⅲを受講しての学びを原稿用紙（横書き）４枚または1,600字以内にまとめ提出する。 

８ その他 

各講義は，５～１０分間の質疑応答時間を設けるので，積極的な質疑を行うこと。 
９ その他 

授業日程、内容は変更することがある。 



─ 72 ─

成人看護学演習 

Seminar of Adult Health Nursing 
 

井 上 智 子 

 

１ 科目の概要 

成人看護学の一部として３年次に，既習の病態および成人看護学の講義内容と関連づけて，成人期

にあり，急性，慢性に経過する健康障害を有する人々に適用される看護の問題解決の思考過程および

手技的技術を，患者体験を含めて段階的に修得する。 

 

２ 教育方針・教育目標 

２年での学習を基礎に，上記内容を習得し，臨地実習が円滑に展開できるようにする。 

 

３ 教育内容 

回数 日 時 項  目 内  容 担当者 

1 

2 

4/17(火) 

3,4 
看護過程概論 

オリエンテーション 

成人患者の看護過程の具体的方法論 

成人期にある事例について，グループワーク

を通しての看護アセスメント・看護計画立案

井上智子、佐々木吉子 

川本祐子他 

3 

4 

5 

5/8(火) 

3,4,5 

技術演習Ⅰ 

看護過程演習 
IN管理（輸液・輸血管理、経腸栄養ほか） 

井上智子、佐々木吉子 

川本祐子、三村昭美他 

6 

7 

8 

5/22(火) 

3,4,5 

技術演習Ⅱ 

看護過程演習 
OUT管理（創傷ケア，ドレナージ管理ほか） 

井上智子、永野みどり 

佐々木吉子、川本祐子他 

9 

10 

6/5 (火) 

3,4 
看護過程演習 看護過程演習発表 

井上智子、佐々木吉子 

川本祐子他 

11 

12 

13 

6/19(火) 

3,4,5 

技術演習Ⅲ 

看護過程演習 

手術患者・重症患者への援助技術1 

（ヘルスアセスメント、合併症予防） 

井上智子、佐々木吉子 

川本祐子、ブリッジ志保他

14 

15 

16 

7/3(火) 

3,4,5 

技術演習Ⅳ 

看護過程演習 

手術患者・重症患者への援助技術2 

（一次救命処置、重症患者への日常ケア） 

井上智子、佐々木吉子 

川本祐子、三村昭美他 

〔単位〕必修１単位 

〔場所〕保健衛生学講義室２（３号館８階）、実習室（３号館17階） 

４ 教科書・参考書 

テーマによる参考図書の紹介 

５ 他科目との関連 

基礎看護学に引き続き，他の発達段階にある人々に対する看護技術および問題解決過程の基本とな

り，臨地実習（成人看護学実習）を円滑に行う上で必須の科目であるので，積極的に正確に学ぶ態度

が必要である。 

６ 受講上の注意 

技術演習に関しては，学内での演習であるが，臨地実習と同じ心構えで臨み，服装，態度には充分

注意すること。事前学習ならびに復習を心がけること。 

７ 成績評価方法 

学期末筆記試験（Ｎ３前期），演習に臨む態度および看護過程演習記録物により評価する。 

８ その他 
授業日程、内容は変更することがある。 



─ 73 ─

成人看護学実習Ⅰ 

Clinical Practice of Adult Health NursingⅠ 
 

井 上 智 子 

 

１ 実習の概要・目的 

さまざまな健康段階にある成人・老年期の入院患者を１名以上受け持ち，その疾病・治療経過を

踏まえながら患者の全人的理解に努め，既習の知識・技術の統合あるいは新たな学習により，必要

な看護を指導者とともに実践し，評価することを学ぶ。 

 

２ 教育目標 

１）患者の健康・機能障害を理解し，援助する。 

（１）健康・機能障害の原因・誘因を理解する。 

（２）患者の自覚症状・他覚症状を把握する。 

（３）健康状態を系統的に観察する。 

（４）患者の望む療養生活や治療法の選択を理解し，適切な援助をする。 

（５）行われる検査・治療・処置の目的と内容を理解する。 

（６）患者が検査・治療・処置を適切に受けられるように援助する。 

 

２）生命が脅かされている場合には，生命維持・回復のための看護活動ができる。 

 

３） 異常の予防・早期発見・機能回復のための援助をする。 

（１）予測される悪化因子を指摘する。 

（２）悪化の徴候を早期に発見し，予防的な看護活動を行う。 

（３）機能回復のための適切な看護活動を行う。 

 

４）健康・機能障害に伴う日常生活上の制限に対し，援助を行う。 

（１）患者・家族が機能障害をどのように受けとめているかを把握する。 

（２）日常生活上の制限を身体的・心理的・社会的側面に沿って理解する。 

（３）日常生活上の制限をできるだけ軽減するように援助する。 

（４）患者の症状，苦痛を和らげるような援助を行う。 

（５）患者の心理的・社会的問題を把握する。 

（６）患者の心理的・社会的問題の解決への援助をする。 

（７）自己管理を阻害する因子を指摘する。 

（８）自己管理ができるように援助する。 

（９）患者に必要な社会的資源を列挙する。 

（10）日常生活の制約上の家族の心理的・社会的問題を把握する。 

（11）家族の心理的・社会的問題の解決への援助をする。 

 

５）リハビリテーション期における援助を行う。 

（１）リハビリテーション訓練が円滑に受けられるように援助する。 

（２）病棟内の日常生活でリハビリテーション訓練内容や成果を活用した援助をする。 

 

６）在宅療養・社会復帰に向けての援助を行う。 

（１）患者に適した退院後の日常生活目標を設定する。 

（２）退院後の生活目標に向けて，適切な援助を行う。 

 

７）医療チームにおける看護師の役割を理解する。 

（１）医師，その他の関係職種の役割を理解する。 

（２）チームにおける看護師の役割を理解する。 

 

 

８）以上に関して患者個別の問題を看護過程を用いて実践する。 


